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1 調査研究の概要 

1.1 調査研究の背景 

デジタル庁では、「デジタル社会の実現に向けた重点計画」（令和 5 年 6 月 9 日

閣議決定）に基づき、準公共分野のデジタル化を推進している。 

このうち防災分野については「災害発生時に、被災者を命の危機から救うため

に、まずは発災後 72時間に救える命の最大化を目指す観点から、災害対応機関に

おいて、被害状況を迅速に把握し、的確に意思決定を下し、行動することが求め

られる。そのためには「情報」が不可欠である。国の災害対応機関、地方公共団

体及び指定公共機関が、デジタル技術の活用によって災害情報を共有することに

より、状況認識を統⼀し、全体最適な災害対応を実行していくことが重要である。

また、住民等が平時から災害への備えを徹底し、災害時には命を守る行動等がと

れるよう、防災アプリ等を通じて個々の住民の状況に応じたきめ細かな支援が重

要である。」としている。 

避難所運営業務は、過去災害において紙ベース（手書き・FAX・手集計）で行

われ、業務負担が高く、災害情報を共有することに時間を要している。避難所運

営者がアナログな業務運用に時間をとられることにより、避難者の要望・ニーズ

などを吸い上げることが難しく、個々の住民の状況に応じたきめ細かな支援を行

うことが困難な状況である。熊本地震における主要な災害対応の業務量分析によ

ると、避難所運営業務は初動期から急速に業務量が増え、その他の防災業務と比

較しても業務割合が最大となった。（図表 1.1-1 熊本地震における応援職員の業務

量分析） 

他方では、発災直後の被災現場（避難者）のデータ収集や、関係機関への迅速

な情報共有が必要とされる避難所運営業務のデジタル化は、その活用が限定的で

あり、システム開発のノウハウ、予算、人的リソースが不足していること等の理

由から進んでいない状況である。 

市区町村等の被災現場における限られた人員体制においても、災害対応や住民

への支援を確実かつ迅速に行うためには、より⼀層のデジタル化が必要だと考え

られる。デジタル技術を活用して災害対策本部や避難所運営者の業務負担を軽減

するとともに、被災者支援を効率化できる仕組みを検討することが求められてい

る。 
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図表 1.1-1 熊本地震における応援職員の業務量分析 

 

出典：下記 P192 より転載、加筆 

https://committees.jsce.or.jp/eec222/system/files/各自治体の応急復旧活動検証報告書のレビューn.pdf 

 

 

図表 1.1-2  調査研究の背景 

 

 

  

デジタル社会の実現に向けた重点計画

（令和5年6月9日閣議決定）

✓ 災害対応機関において、被害状況を迅速に把握し、的確

に意思決定を下し、行動することが求められる。そのた

めには「情報」が不可欠である。

✓ 国の災害対応機関、地方公共団体及び指定公共機関が、

デジタル技術の活用によって災害情報を共有することに

より、状況認識を統⼀し、全体最適な災害対応を実行し

ていくことが重要である。

✓ 防災アプリ等を通じて個々の住民の状況に応じたきめ細

かな支援が重要である。

地方公共団体における防災業務デジタル化の実情

✓ 避難者支援業務を支援するシステムを導入している自

治体は少なく、手書き・FAX・手集計が中心で避難所運

営者の業務負担が高く、時間を要している。

✓ 避難所運営者がアナログな業務運用に忙殺され、避難

者の要望・ニーズなどの吸い上げが困難である。

デジタル技術を活用して確実・迅速に災害対応を実施できる仕組みや被災者

支援を効率化できる仕組みを検討することが求められている。
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1.2 調査研究の目的 

災害時に発生する避難者支援業務（避難所運営業務のほか、避難所に来ない分

散避難者への支援を含めた業務）をスコープに設定し、地方公共団体等における

避難者支援業務のデジタル化を推進するための効果検証を目的として位置付け、

デジタル技術を活用した業務改善に関する調査・検討を実施した。 

令和４年度に実施した「デジタル技術を活用した避難者支援業務の業務改善に

関する調査研究」の結果を踏まえ、「① 複数の市区町村に跨がる広域災害シナリ

オを用いた実証」、「② マイナンバーカードとの連携」、「③ アプリケーションプ

ラットフォームの連携」の３つの課題に対し、調査研究の目的を設定した。広域

の災害シナリオを想定し、都道府県、市区町村及び避難所の情報連携を含めた業

務改善を検討した。 

 

図表 1.2-1 調査研究の目的 

 

  

神奈川県のデータ統合連携基盤とデータ連携をリアルタイムに行うことができるかデータ統合

連携基盤連携

避難者における避難所入所時の手続きや、必要物資や体調等の報告方法を、

手書きFAX等からデジタル化することで業務の負荷軽減、効率化をどの程度実現できるか

マイナンバーカード、マイナンバーカード搭載スマホ、交通系ＩＣカードを用いて

避難所受付や行政サービス管理をすることで避難所運営業務を効率化することができるか

災害対策本部において、避難者及び避難所運営者よりタイムリーに情報を集約することで、報告業務の負荷軽減及び、

効率化することができるか

集約された情報を用いて、意思決定に役立てることができるか

住民に馴染みのあるアプリを用いて避難者支援を行うことで、普及性・利便性につながるか

避難所PoCシステムを利用して、避難者支援業務に係る模擬訓練を行い、避難者・避難所運営者・災害対策本部における情報入力・集約・報告資料作

成の負担軽減・効率化をどの程度実現できるかを検証する

１

２

３

４

５

避難者支援

マイナンバーカード連携

広域災害対応

ー情報集約、報告

LINEミニアプリ

既存プロダクト・サービスを活用することで必要な情報を収集し、安全に適切な避難所への移動ができるか既存プロダクト

サービス連携

６
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1.3 前提条件 

避難者支援業務は、初動期における避難者数・支援ニーズの把握のほかにも、

長期化する避難所運営における、広範な業務（防災備蓄倉庫における在庫管理、

炊き出しへの対応、治療に係る対応等）を、様々な関係者（自治体職員、自治

会、ボランティア、医師・保健師等）が行うものである。 

このうち、本調査研究が対応している避難者支援業務は、多岐にわたる避難者

支援業務のうち、避難者情報の管理、避難所運営に関わる報告、避難者ニーズの

把握・対応、といった⼀部の業務を対象とすることを前提とした。 

また、対象業務のうち報告書の作成業務について、実業務にて取り扱われる帳票

は多数あるが、本調査研究では避難者名簿⼀覧、避難所状況報告書、ラピッドア

セスメントの３つを対象としている。 

災害シナリオの前提としては、電力やネットワーク通信の遮断は発生していな

い状態、もしくは遮断されるも、電気自動車の配備や衛星通信機器等によるハー

ド面の対応が行われ、避難者支援業務を実施できる環境下である前提とした。 

 

1.4 調査研究の実施体制 

当庁にて実証実験の企画・避難所 PoC システムの設計・開発・テストを行い、

実証実験協力自治体や有識者 WG と連携して業務を遂行した。 

 

図表 1.4-1 各者の役割 
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1.5 実証実験の実施方法 

本調査研究の実証実験では、広域災害への対応シナリオを作成し、定時業務・

突発イベントなど避難所運営における様々なイベントを発生させ、避難所 PoC シ

ステムの利用によるデジタル化の効果を検証するため、ロールプレイング検証

（DIG※）を実施した。 

実証実験は、図表 1.5-1 実証実験の業務対象範囲に示すとおり、都道府県の災

害対策本部へ情報が集約されるところまでを対象範囲とした。都道府県から国に

対する情報連携等は対象範囲外である。 

 

図表 1.5-1 実証実験の業務対象範囲 

 

※ＤＩＧ：Disaster Imagination Game 
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シス  ・  

避難者
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実証実験では、実証実験協力自治体により想定災害を決定いただき、想定災害

規模や避難者数等を設定のうえ、想定シナリオを検討・作成した。 

 

図表 1.5-2 想定災害の概要と実証実験の被験者 
 

第１回（R5.10.23） 第２回（R6.2.28） 

想定災害 
地震、火山噴火 

（神奈川県西部地震、富士山噴火） 

風水害 

（酒匂川流域の浸水、大雨による河川水位上

昇と堤防決壊、山間部の土砂災害） 

被災自治体 

相模原市緑区、小田原市、南足柄市、 

松田町、山北町、開成町 

（3 市 3 町） 

小田原市、南足柄市、 

大井町、松田町、山北町、開成町 

（2 市 4 町） 

想定シナリオ

の被験者 

神奈川県、小田原市、南足柄市 

３つの災害対策本部、６つの避難所、 

分散避難者について検証 

（実証実験会場にて 

自治体職員 29 名（運営者、本部員役）、 

⼀般の方 30 名（住民役）が参加） 

神奈川県、小田原市、南足柄市 

３つの災害対策本部、６つの避難所、 

分散避難者について検証 

（実証実験会場にて 

自治体職員 18 名（運営者、本部員役）、 

⼀般の方 30 名（住民役）が参加） 
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実証実験で想定するユースケースは、平常時から警戒期（風水害のみ）、発災、

発災後から避難所開設、避難所への入所、避難生活、退所までの⼀連である。 

また、登場人物を避難者、避難所運営者、自治体災害対策本部と設定し、検証

を実施した。 

 

図表 1.5-3 実証実験で想定するユースケース 

 

 

図表 1.5-4 実証実験で想定する登場人物 
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災害発生から終息（すべての避難者の退所が完了し、避難所を閉鎖した状態と

する）までの期間は、以下のフェイズに区切り、シナリオを作成した。 

 

第 1 回実証実験（地震・火山噴火） 

発災前、発生直後、12 時間後、24 時間後、72 時間後、4 日後、5 日後、6 日後

、8 日後、1 ヶ月後 

第２回実証実験（風水害） 

発災前、発生直後、3 時間後、6 時間後、12 時間後、24 時間後、72 時間後、 

4 日後、1 ヶ月後 

 

シナリオには、各フェイズで想定される状況とイベント（指示イベント・定時

イベント・突発イベント）を時系列に設定した。 

 

図表 1.5-5 実証実験イベントと役割の分類 

 

図表 1.5-6 実証実験シナリオ（第 1回実証実験シナリオを一部抜粋して追記） 

 

  
経過時間 

周辺状況等 

フェイズ毎の状況 

役割別のアクション 

１フェイズ 

フェイズ毎の 

想定イベント 
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実証実験では､避難所運営を主体としたロールプレイング検証を実施した。 

ロールプレイング検証の実施方法は、①会場内に６つの避難所および県の災害

対策本部、市の災害対策本部、分散避難者エリアを設定し、被験者を席に配置す

る。②シナリオをもとに作成した全体状況やイベントの情報を、フェイズごとに

定時あるいはランダムに避難所運営者・避難者へ付与する。③各被験者は付与さ

れた情報に基づき、適宜役割や属性に応じた行動を取る、という形式とした。 

事務局からは避難所ごとに進行補助を配置し、シナリオ・イベントの進行補助を

実施した。 

図表 1.5-7 ロールプレイング検証の進め方（第１回実証実験時） 

 

 

図表 1.5-8 実証実験の卓上の備品配置（第１回実証実験時） 
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図表 1.5-9 イベントカード 左：災害シーン、右：イベント詳細 の一例 

 

実証実験は、現状のアナログ業務（手書き・ＦＡＸ・手集計）とデジタル業務

（システム入力）に分け、同じシナリオを用いて実施し、入所業務、報告書作成

業務、退所業務に対し、各業務にかかる作業時間を計測した。 

また、現状業務と検証業務をそれぞれ午前・午後に実施したのち、被験者にア

ンケート調査及びインタビュー調査を実施し、システムの導入効果をヒアリング

した。第 1 回実証実験の結果については別途「２．実証実験実施結果」において

後述する。 

アンケート結果やヒアリング結果等からシステムの課題を発見し、第 2 回の実

証実験までに改修し、改修した避難所 PoC システムで改めて実証実験を実施し

た。 

 

図表 1.5-10 検証事項と検証方法 
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図表 1.5-11 実証実験当日のスケジュール概要 

 

実証実験では、事務局で実証実験における準備や当日進行等を担当し、各自治

体には第 1 回実証実験会場のご提供や実証実験のご参画にご協力いただいた。 

 

1.6 調査スケジュール 

図表 1.6-1 調査スケジュールに示すスケジュールで実証実験を企画・実行し

た。 

 

図表 1.6-1 調査スケジュール 

 

 

  

時間 第１回実証実験 実施内容 第２回実証実験 実施内容

8:45～

9:00~

9:30~

11:30

11:30~ － －

12:30~ － －

13:00~
•災害対策本部職員と避難所運営者は、避難所運営シス  で避難所を開設す

る。

•災害対策本部職員と避難所運営者は、避難所運営シス  で避難所を開設す

る。

16:00

•避難者は、避難所の入退所の手続きを避難所受付シス  にマイナンバーカード、

交 系ＩＣカードをかざす、もしくは避難者アプリを操作して行う。

•避難者は、避難者アプリまたはLINEミニアプリを保有する。避難所の入退所の手

続きを避難所受付シス  にマイナンバーカード（パスワード入力方式または顔認証

方式）、マイナカード搭載スマホをかざす、もしくは避難者アプリ等を操作して行う。

•避難所運営者は、避難所運営シス  を用いて避難所運営業務を行う。 •避難所運営者は、避難所運営シス  を用いて避難所運営業務を行う。

•上記を踏まえ災害対策本部職員は、避難所運営者からの情報や報告を避難所

運営シス  にて集約する。

•上記を踏まえ災害対策本部職員は、避難所運営者からの情報や報告を避難所

運営シス  にて集約する。

16:00~ － －

16:10~ •（実施なし）
•入所業務を「手書きで行う方法」と「マイナンバーカードをかざす方法」に分かれて行

い、業務時間を計測する。

•アンケート、インタビューに関する説明

•アンケート（アンケート後に休憩あり）

~17:45 •インタビュー 

•休憩　/　会場準備

•入所業務所要時間比較イベント

16:50~
•参加者は「現状業務シナリオ」と「検証業務シナリオ」の２つの実証実験に対するアンケートに回答する。

•その後、 ループ討議にて避難所 o シス  に対する意見や要望について会 する。

避難所PoCシス  の操作説明

実証実験②（検証業務シナリオ）

　※避難所 o シス  をベースにした避難者支援業務の検証



•災害対策本部職員と避難所運営者は、  のやり取りで避難所を開設する。

•避難者は、避難所の入退所の手続きを手書きで行う。

•避難所運営者は、指定の様式（ ）を用いて避難所運営業務を行う。

•上記を踏まえ災害対策本部職員は、避難所運営者からの情報や報告を集約する。

休憩　/　会場準備

プログラム

受付開始

実証実験の主旨説明、検証方法の説明

実証実験①（現状業務シナリオ）

　※   や をベースにした避難者支援業務の検証
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2 実証実験実施結果 

2.1 神奈川県 第１回実証実験 

2023 年 10 月 23 日に、神奈川県小田原市内の小田原合同庁舎において地震・

火山噴火を想定した実証実験を行った。 

2.1.1 想定災害と開設避難所 

第１回実証実験のシナリオは、神奈川県西部を震源とした M6.7 の地震が発生

し、小田原市内で最大震度 6 強相当の揺れを観測する地震と、地震発生から 5 日

後の富士山噴火を想定した。避難人数は富士山噴火後の最大 128,814 人、開設避

難所数は 3 市 3 町の 133 か所を対象とし、そのうち６つの避難所を実証実験会場

で開設すると見立て、実証実験を行った。 

 

図表 2.1-1 実証実験の想定災害と検証対象の避難所（第 1回） 
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2.1.2 実証実験シナリオ 

想定災害を踏まえ、災害発生前～終息までを、平常時、発生～3 時間後、12 時

間後、24 時間後、72 時間後、4 日後、5 日後、6 日後、8 日後、1 ヶ月後に区切

ってシナリオを作成し、実証実験を行った。 

 

図表 2.1-2 タイムラインごとのイベント（第 1回） 

  

地震  

 12時間 

地震  

 24時間 

地震  

 5  

-------------

     

地震  

 6  

-------------

     

 1  

 12 1   22 00：震度6 の地震  

  ５～６の 震  続的に続 

  イフ イン（  ・ ス）の  

タイムライン   対応例

地震  

 3時間 

    県 市 の災害対策本部設 ー職員の  参集開始

 避難所の開設

 避難者は避難所に入所し受付を行う。

   避難・  避難を  する。（分 避難者）

  12 2    10 00

 地震 害の状況 明らかにな て る

 避難者  続的に入所する。

 備 物資避難所に  

   者   連れ等 避難を開始する。（避難者）

 備 物資の  （市 ・運営者）

 避難所についての報告等 集まり始       む。（県・市 ）

避難所   状 となり、別避難所   （運営者）

   所の設 

  所からの要 対応、  援 物資の し 等 の対応（県・市 ）

 軽 者の入所（避難者） ー  所の利用を  する。（運営者）

 避難者から物資の要望 上  て る ー 活用 、   、  、  等

ー避難所で集約、市災害対策本部 報告

    の  

ー  による体調  者 の 察 始まる。

    ドア ス ントの運用開始

  からのプ シュ 支援物資   する。

ー県・市 （分 ） 運営者（  ） 避難者（受取）

 対象地域の住民避難  避難手 の検討を開始（市 ）

ー避難数の  ー広域避難 の調整 ー移 手 の確保

避難ルートや移 開始時 の調整開始（市 ・運営者）

ー  な 順の確認、  の  

 避難所～広域避難所間で情報交 

 避難場所、避難ルート  定した避難所から避難を開始する。（運営者・避難者）

ー移  の広域避難所では、既に入所登  情報を  すること 前提

     災 リア の  避難者 避難所 避難を開始する。（分 避難者）

   避難者 避難所 避難を開始する。（分 避難者）

 住民 避難できているか確認するた の報告 情報集約を行う。（県・市 ）

 体調  者  加し対応を行う。

ー     の住民 の対応（ の手 等）

 避難所の状況報告 情報集約を行う。（県・市 ）

    ドア ス ントの運用 開

 12 9   18 00：     

 避難所運営  定し始 る。

    市の市 に      する。  

 12 7   10 00

 避難者の移 により、 度  定な避難

所運営となる。

    の 災想定 リアの 住民 避難

を  する。

   の  で     を える住民

   

 12 6    10 00       

    の  を確認し、神奈川県 の 

   想 れる。

 12 4 月   震  

   し開始

 避難 活    き  避難所運営に参加

  12 2    22 00

 軽 者 入所

 応   開始

地震  

 72時間 

 12 5   

 プ シュ の支援物資  

地震  

 4  

地震  

 8  

-------------

     

 3  

地震  

 １か月 

 避難者 退所する。

 避難所を  する。  化に い、 設住  の移 を  
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2.1.3 実証実験結果 

前述のとおり、避難者支援業務のデジタル化を通じて、避難者、避難所運営

者、災害対策本部職員の業務負荷を軽減できるか、情報のやりとりを効率化でき

るかを、「業務削減量」と「避難所 PoC システムの UI/UX に関する改善の有

無」の 2 つの観点から検証した。 

 

① 実施風景 

図表 2.1-3 実証実験実施中写真 
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② 業務削減量 

マイナンバーカードおよび事前登録した避難者アプリを用いた入所手続きでは

90.2％、報告書作成については 42.5％~89.6％ 、退所手続きについては 67.8％

~87.3％の削減効果が見られた。⼀方、スマートフォンやマイナンバーカードを

所持していない人を想定したタブレットを用いた入所では、現状業務の紙を用い

た入所よりも 34.4％多く時間がかかる結果となった。避難所のタブレットを用い

た入所では、システムへの事前登録がない状態からの操作となるため、避難者の

４情報、世帯情報、被災情報等の登録を⼀から行う必要があり、入力に時間がか

かる避難者が多かった。特に、普段タブレットや PC を利用せず、スマートフォ

ンのフリック入力を使用している避難者が、ローマ字での文字入力操作に苦労し

ている様子が見受けられた。 

 

図表 2.1-4 イベントごとの業務削減算出結果（第 1 回） 

 

③ アンケート集計結果 

避難者向けアンケート結果 

マイナンバーカード・交通系 IC＋PC 入力での入所・退所の手続きに関して、

該当なしを除いた 83%の方がマイナンバーカード・交通系 IC＋PC 入力を利用す

ることで「簡単に行えたと思う」・「どちらかといえばそう思う」と回答した。 

平均時間

入所
避難者アプリ利用

マイナンバーカード利用

交通系ICカード＋PC入力

避難所設置タブレット利用

避難所状況報告（12h）

避難所状況報告（24h）

ラピッドアセスメント

 告書

作成

退所

※2

タイムラインとイベント 平均処理時間（現状業務） 平均処理時間（検証業務） 作業時間の削減量・割合※1

4分22秒

26秒

1分36秒

5分52秒

4分23秒

3分57秒（90.5%）

13秒 28秒（67.8%）

3分27秒 1分59秒 1分28秒（42.5%）

13分15秒 2分13秒 11分2秒（83.2%）

2分56秒 18秒 2分38秒（89.6%）

5秒 36秒（86.7%）

10秒 31秒（75.8%）

避難者アプリ利用

マイナンバーカード利用

交通系ICカード利用

41秒

8分54秒 4分31秒（50.7%）

3分56秒（90.2%）

2分46秒（63.4%）

－ 1分30秒（－34.4%）

避難所状況報告

（市町村→県）

25秒

5秒 36秒（87.3%）避難所設置タブレット利用

※1：削減割合の算出には四捨五入前のデータを使用しているため、表内の数値で算出した場合と誤差が生じる場合がある。

※2：実証実験にて実施した現状業務の退所は、”避難者カードへ退所時間を記入する”部分のみ計測したため、実際の業務より短時間となっている。
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また、避難所からの情報通知（物資配布時間など）を受信することで、避難所

生活において有益と感じるかについて 93%の方が「そう思う」・「どちらかといえ

ばそう思う」 と回答した。 

避難所で常備薬の受取りの際や、医師の巡回の際に、自身の医療情報を閲覧、

利用できることで安心感に繋がるかについて 94%の方が「そう思う」・「どちらか

といえばそう思う」と回答した。 

 

図表 2.1-5 入所・退所における操作性について（第 1 回）

 

今回の避難者アプリを利用することで、「運営者側との情報連携ができてい

る」、「情報収集が簡単」、「自治体と繫がっている安心感が得られる」との意見が

あり、全体で 87%の方が災害時に本日使用したアプリを利用したいかについて、

「そう思う」・「どちらかといえばそう思う」と回答した。 

また、80%の方が本日使用したアプリを知人に勧めたいと思うと回答した。 

避難所からの情報通 を受 することで、

避難所 活において有 と  ますか。設 
避難所で 備 の受取りの や、  

の 回の に、  の  情報（  
情報、 定検 情報、    情

報）を  、利用できることで   に

  りますか。

設 

 に有 と  た 目を えて   い。
設 

      

  

  

そう う

  らかといえ そう う

  らかといえ そう  ない

そう  ない

 う思う、ど  かとい   う思う意 
   の  タイミン の通 、 イフ イン関連の

情報  られて るので分かりやすいし見  た。
 い い    を見に行かな て い。

 スマホの通 で えて れるのはとて 便利で体調

  い時で 体を か な ていいので いと  

た。

 分 避難している にと てはいいと  た。

ど  かとい   う思 ない意 
 情報を得るた に にスマートフ ンに られている

  してしまう 。

   

   

  
  

そう う

  らかといえ そう う

  らかといえ そう  ない

そう  ない

回答した理 を えて   い。（  ）
設 マイナンバーカード・交通系I    入 を 用することで避難所

 の入所と退所   に行えたと  ますか。
設 

 う思う、ど  かとい   う思う意 
 手書きよりスムーズに入所できた 

 カードリーダーにかざす け  たので、シンプルで   た。
 い  な手続きの書 を集 な て マイナカード1つで手続き   て便利

 と  た。

 情報入 を からやらな て い。

 う思 ない、ど  かとい   う思 ない意 
   入 作業を り し行 た 。

 スマートフ ンの 所 してる時間  い 、マイナカードとスマホ2  つこと
 手間となり、  の れ ある。  き れ等 

 入 を手作業する  あるので結 時間を取る  した。

 あまりアプリに れていないから。

   
   

  

  

 当者    

そう う   らかといえ そう う

  らかといえ そう  ない そう  ない
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図表 2.1-6 避難者アプリの満足度等（第 1 回） 

 

その他、「安否確認システムのような他システムと連携して欲しい」との意見

や、「通知に特化しているアプリの為、バッテリー消耗の心配がある」との意見が

あがった。 

  

避難者アプリを  に  たいと います

か。
設 

アプリを  に  たいと う理 、また のような  を  て  ますか
設 

アプリを 人に めたいと思う  

 便利、 い、  。

 避難所の運営の方の 務を ら る  できるし、 分た   リ トはあ て、  な 

の手間  ける。

   や得 あるから。

 スマホに入れてお  けで便利なので。

   の方法より  的に効率的 と うから。

 今 この避難所  いているか  かるた 。
どの うな  で めるか

  いざという時に  る  

 「  情報  かり便利 よと  る。」

 「記入しな ていいから  よ。」

 「運営者に えに行かな て その場で 分の状況を えられるから  よ。」

 「避難に有 な情報 入手できるよ。」

 「避難時に手続き   に みます。」と  ます。

ど  かとい   う思 ない  

   者には 難しい。

  イフ イン  えないと 用  ない。

   

   

   

  

そう う

  らかといえ そう う

  らかといえ そう  ない

そう  ない

災害時に本日 用したアプリを利用したい

と いますか。
設 

災害時に本日 用したアプリを利用したいと う理 （  ）
設 

 う思う、ど  かとい   う思う意 

  前に入 しておけ 、いざ災害時に現場でスムーズな行動ができると  た。

 情報が く  れた （情報がタイムリー）

 避難所の運営の方の手間 減 ていると  られるし、自分た も動く 間を けた 

 情報共有  ることで    た。

 情報   する  と  の   した   の前で つより、自分の場所で情報を

  れるから。

 避難時の  きが  化できたか 。

 便利な 能   あ たから。

   に避難すること できる ール と  た。

   の方法    的に効率的 と  たから。

 受け取る時間   できるので いと  た。
改善 ・   

 報告は、 人でなく  をまとめて報告できた うが い。

 う思 ない、ど  かとい   う思 ない意 

 災害 で  と     から、報告しな いフ ーストではないと う。

 運営 の管理集計にフ ーカスしす てて、市民 、避難者   での、  地震、

  、    な  りたい を  提 して れない。

 地震  時に  ついて行 できるとしたら う し  な操作 必要です。

   

   

   
  

そう う

  らかといえ そう う

  らかといえ そう  ない

そう  ない
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実証実験へ参加された感想については、「避難所の業務を体験したことで様々な

気づきを得ることができた」、「アナログがデジタルに変わり、職員の業務負荷が

軽減されることで、職員が他の事に時間を割けるようになることが避難者にとっ

てもメリットと感じられた」など、デジタル化への期待を感じる声があげられ

た。 

 

図表 2.1-7 今回の実証実験に参加されての感想（第 1 回） 

避難者における避難者アプリに対する好感度については、70%の方が「そう思

う」・「どちらかといえばそう思う」と回答されている⼀方で、高齢者への配慮、

避難者視点での使い勝手の向上など利用率向上に向けたご意見を頂いた。 

 

図表 2.1-8 避難者アプリに る心 的安心感（第 1 回） 

 

 こ ら 避難所に り るのではな できることは 分で 対 すること    と いましたし  な  き ありました。
    い実証実験に参加できたので改 て災害時の 題や避難所の課題について改 て考え す い 会にな た 後の検証に 参加してみたい。

   にアナロ を体験して 分た       い 運営の方は に 務にな ていたの  象に  た 。

これ このシス  によ て 事が にな て のことにリ ースを割ける うになるのは被災した自分た にも になるし、 れが実現することを う 。

 避難所 活を  たこと ないので想 で  ていきました 、その で  に  たことな 今後の 分の  に活か そう と いました。

   の  とみ な つかえる ニバーサルなアプリ 開 できれ 、  な災害後の 活  しは  して過ご るな、と いました。
   有意 な実証実験でした。あり とうございました。

 ま ま 開   との なので、今後バージョンア プを  します。

   アプリ  入 れるといいなと  た。デジタルとアナロ   いと効果と改 て実 した。

 アナロ よりデジタル化の方  かと便利 なと  た。

  市民として、体 できてよか た。
 なにか きてからではな 、日 からし かりと準備することの  を改 て考え  られました。

 ま ま 改善の 地 あると うので、実証実験を続けて  い。

 運営 と避難者 の 度  あると う。

 い  な状況 で避難すると うのでスマホなしマイナンバーカードなしお  しの  いる  想定して しいです。

 こ なに 便利になるのかと  しました。
 今後のデジタル に   できました、災害は に   つきまとうなか、 方 から対応できるようになると いました。

あら る ールを 用でき  の状  管理と   できれ   して らすこと できると  ました。

 災害について  な から考え  られた。

     な試み と います。この き をス ーデ に改 してい ていた けれ 、災害時の  軽減に き   できると います。

 行政の方は操作方法な 、 要かと います 、  は地震  時、  に操作できないと ると います。
 アプリの実用化まで時間 かかりそう   成すれ 便利になる。

 行政と避難者の間に しい情報共有  うと  た。

 運営 の     かりました。

避難者アプリを通 て、ご  や  の  状 や物資の

  情報をタイ リーに えること できたと  ますか。
設 

理 を記載   い。（  ）
設 

   

   

   

  

そう う   らかといえ そう う

  らかといえ そう  ない そう  ない

 う思う、ど  かとい   う思う  
 必要   、運営と避難者で情報の  ができていると感 たので。

   の回 を受けること できた。
 分かりやす  報できるようにな ていると う。

   状        たと う。

   式で か  すく自分の要 を   れているのは  。

 体調  の場合は、シンプルで いと います。

 スマホで連  できるから。
  まかな情報を えられたから。

 入 に時間 かからないから。

改善 ・   
  かい要望はあまり  らない。

 スマホに れてる とは操作 能  、  者は 告 れ     し

体調  を察 できま  。

 アプリを  ない人もいる 

  方向の連 方法にしかな ていない。
    たか、次のアクションの 定な  ない。
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図表 2.1-9 避難者における避難者アプリの好感度（第 1 回） 

 

 

  

あなたはこの避難者アプリ  きですか。
設 

理 を記載   い。（  ）
設 

 う思う・ど  かとい   う思う   
    情報入力に  て 間が けるのがとても くて好き 

 避難時に  に手続き  るのは、 きな リ トである。
   の方法より効率的 から。

 こ らの情報  えられる。

 便利で  てると    できる。

 シンプルで いやすい。

 う思 ない・ど  かとい   う思 ない  
   者な   えない。

 スマホありきで 成 れている。
 スマホの     ない場合は うなのか。

    ン  ていないとローマ 入 は難しい。

  かりやすい 手   い 、あ まで   ールになる。

  きではない  う方 管理する のスト スは軽減 れると う。

どうすれ 、 なたにと て  好きなアプリになるか
  ざ ざ通 時に  と入れてお か うかは  とか  次第。

 より回答者のことを検討する。（ う し かい    あると い）
   と  操作にして しい。

 市民   、避難者   での利用を主役にすると い。

   

   

   

  

そう う

  らかといえ そう う

  らかといえ そう  ない

そう  ない

本日 用した避難者アプリの 合 

を えて   い。（5    ）
設 

理 を記載   い。（  ）
設 

（ ）
80 100 の  
   に 分た の要望を えたり、手間  けるのはとて   、災害時に得するアプリであるのは間 いな て

 い。

   で操作し い。

 情報    等で効率的、要望や状況を えやす 、それ き  と管理 れている に  を  たから。
 やりやすか た。

60 80 の  
 連      者毎に見れると  と見やすい。

 改善  あるので。

  度手間を  した方  い。

60  満の  
  らに有用な情報 得られるように連携して らいたい。

  い方向けのシス   と う。

  は える   者は うなのか。

 作業 目はとて 分かりやすい 、ご  者  いなか、スマホ 用者のみの ールにな てしま たこと。
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避難所運営者及び災害対策本部職員向けアンケート結果 

避難所 PoC システムの避難所状況報告画面について、直感的に画面を操作でき

たかについて 90%の方が「そう思う」・「どちらかといえばそう思う」と回答し

た。また、10%の方が「どちらかといえばそう思わない」と回答した。 

 

図表 2.1-10 避難所  報告書の作成について①（第 1 回） 

避難所状況報告書について、手書きで対応する現状業務と比較して、システム

を使用した業務の方が、業務が省力化すると感じるかについて 76%の方が「そう

思う」と答えた。また、24%の方が「どちらかといえばそう思う」と答えた。 

システムによる自動収集・集計が有益と感じたかについて 79%の方が「そう思

う」と答えた。また、21%方が「どちらかといえばそう思う」と答えた。 

 

図表 2.1-11 避難所  報告書の作成について②（第 1 回）  

避難所状況報告  について、  的に  を操作でき

ましたか。
設 

理 を記載   い。（  ）
設 

 う思う、ど  かとい   う思う  
  ニューの表    かりやす 、シス   体  この を入 すれ よいのか見

当 ついた。

    イア トな の 認性   、操作方法 比較的 かりやすか た。

  部の 目に 分分け れていて こを操作すれ いいか見当 ついたから。
      りやす   してあり  な て い。

  回の回 内容も き  た 

 状況の   の基準 明確ではないた      るのでは。

 連 、報告な の行政的に普 から 用している用 であ たた 。

ど  かとい   う思 ない  
  見した は理 できる 、 み  ると からない部分     たた 。

 情報入 の の手間  い。
  ニュー  す るように  た。

   

   

   

  

そう う   らかといえ そう う

  らかといえ そう  ない そう  ない

手 運用と比較して、シス  により必要な情報を  的に収集・

集計できます 、業務を  る上で有 でし うか。

避難所状況報告書の作成において、手書きで対応する現

状業務と比較して、シス  を 用した検証業務では業務

   化すると  ますか。

設 設 

 に  と感 た項目
 避難者  作成、避難者 の情報周 。

 避難所の情報（避難者数、物資数な ） 、  的に集計 れ、ダ シュ ードで確
認できる 。

 避難者数な 数の集計には有  と  た（避難所状況報告の 避難所の 数 

 ）。開設 の 避難所の かい情報  かるようになるとなおよい。

 入退所情報・  情報な  リアルタイ で   れ、それ 本部に 共有 れる。

 前回入 した 目   ており、 化のあ た部分 け入 できる。

 に  化   できると  た 目を えて   い。設 

   

   

そう う

  らかといえ そう う

  らかといえ そう  ない

そう  ない

   

   

 避難者 スマホをお  で、支援な 操作できる、 はスマホ ない方用の 
   分にあり、入 の支援  に必要ない方 避難してきていると 定し

た場合には、避難者の受付 ス ーズ  た。

 避難所 移設時に  して 理できる。

 避難者数推移、体調  者等の  。

  害 数やその  等。
 時系 での報告。

   別の集計。
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ダッシュボード画面を直感的に操作できたかについて 90%の方が「そう思

う」・「どちらかといえばそう思う」と回答した。⼀方で、詳細情報の参照を希望

される改善要望を頂いた。 

 

図表 2.1-12 ダ シュボード画面について（第 1 回） 

 

  

避難所運営シス  において、ダ シュ ード  上に  する情報 あれ  えて   い。設 

  能改善提 

・前回からの   、避難所  （避難所  いと 体  つか ないた ）

・避難者の時系 の 加数

・ダ シュ ードの「避難所」情報の  に、当 避難所の避難者数の推移や物資の情報を集約して見れるようになれ 、より いと う。

・物資情報分  のリンク  しい。

・災害 別や時間経過に応 て、 たに必要な情報 目 の対応を 能にして しい。

・運営者の 員の過  等  かると災害対策本部としてはあり たい。

・避難者の物資等の要望に対する対応状況、負 者 の対応状況（  者での対応  な ）

・  所の開設状況、 ェ クを入れた避難所を に表 する。

・   ト 能 あるとよい。

 対象 目 加

・日用 の 目。

・避難者情報 に、   難者か うか。

・    の有 。

 その他の改善要望

・避難所における  な情報  から 、結 は避難者  な の確認をしな てはいけな そう から。

・ 避難所のデータを分 するのに操作性  い。

・  の表   しい。

ダ シュ ード  を  的に操作できましたか。
設 

理 を記載   い。（  ）
設 

 う思う、ど  かとい   う思う  
  部の 目に 分 れているた   的に操作できるから。

   フ カルに表  れ分かりやすい。
 操作手順  なか たから。

   的な操作 。

 比較的  な表現で表記 れていたた 。

    フで表記 れているた 。

 地図上にアイ ン 表  れていることや、   イア ト 見やすか たた 。普
  用しているマ プに いた 。

   を確認できた。

ど  かとい   う思 ない
  避難所の状況報告から、避難者  にリンク れていないた 、情報を  

し ら 、操作性 あまり  ないと  た。

   

   

   

そう う   らかといえ そう う

  らかといえ そう  ない そう  ない
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今回の避難所 PoC システム利用した避難所運営者・災害対策本部職員の全員が

システム情報でデータ確認ができる事を有益と感じたかについて「そう思う」・

「どちらかといえばそう思う」と回答した。 

避難所の状況把握、応援要請等の意思決定判断に有益と感じたかについて 90%

の方が「そう思う」・「どちらかといえばそう感じた」と回答した。 

画面の文言表記・見栄えについて理解しやすいと感じたかについて 90%の方が

「そう思う」・「どちらかといえばそう思う」と回答した。 

 

図表 2.1-13 避難所運営者及び災害対策本部職員における避難所 PoC システムの 効性（第 1 回） 

    による状況確認の運用と比較して、

シス  情報でデータ 確認できます 、

業務を  る上で有 ですか。

設 

避難所の状況  、応援要 等の意

  定  に有 と  ますか。設 

   

   
   

   

   

そう う   らかといえ そう う   らかといえ そう  ない そう  ない

  の  表記、  の見 えは理

 しやすか たですか。設 
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物資状況画面を直感的に操作できたかについて 72%の方が「そう思う」・「どち

らかといえばそう思う」と回答した。避難所の物資在庫状況把握、物資要請等の

意思決定判断に有益と感じたかについて 69%の方が「そう思う」・「どちらかとい

えばそう思う」と回答した。電話での運用と比較して、システム情報で在庫状況

が確認できることは、業務上有益と感じたかについて 80%の方が「そう思う」・

「どちらかといえばそう思う」と回答した。 

図表 2.1-14 避難所運営者及び災害対策本部職員における避難所 PoC システムの 効性②（第 1 回） 

 

災害時に本日使用したアプリを利用したいかについて 69%の方が「そう思

う」・「どちらかといえばそう思う」と回答した。 

 

図表 2.1-15 避難所運営者及び災害対策本部職員における避難所 PoC システムの利用満足度（第 1 回） 

 

避難所の物資  状況  、物資要 

等の意  定  に有 と  ますか。

物資状況  について、  的

に  を操作できましたか。
設 設 

 に  と感 た項目
    かからなか たた 。

  つの  に物資情報 集約 れる 。（  している物資  目で かる）

 操作のス ード 。

   避難者や 避難 の 要の   できること。
 数 計算  要。入  え間 えなけれ 、  な  状況の管理  能。

 開設避難所の  状況   で見れるのはとて  いと います。

 に有 と  た 目を えて   い。設 

 データでの目 により必要な時に確認できる。
 報告しな て 本部と連携を取れる。

 物資の 体 を、シス  上で  できたこと。

  れ けの の    れたのかを  できるの  い。

 避難所毎、  の管理 できる。

   

   

   

  

   

   

   

  

そう う

  らかといえ そう う

  らかといえ そう  ない

そう  ない

  による状況確認の運用と比較して、

シス  情報で  状況 確認できます

 、業務を  る上で有 ですか。

設 

   

   

   

  

災害時に本日 用したシス  を利用したいと いますか。設 回答理 を えて   い。設 

 う思う、ど  かとい   う思う  
 業務の  化ができる 

   連  と     する れ あるた 。

  内の避難所の  が細かく、  る化されているため 

 避難所及び対策本部まで一連の情報  が容 になると  た 
 業務の効率化   できる。

 現 は による受付を 入しており、市本部や避難所運営の効率化を図りたいた 。

 他シス  との連携や   ン等の 入、 ンニン  スト の   ある。   ンは 時

は避難所の  に保管とした場合、 ン ナンス等は うするか   ある。

 シス  化することで、避難者の受付等あら る時間の   図れる。
 入       れており、 け  ないと  れる。

  リ トはある 、職員の研  必要であり、災害時に操作説明はしていられない。

   に れたシス   と います 、現場で運用するには改善 必要 と います。

ど  かとい   う思 ない・ う思 ない  
 県のシス  との整合や本市におけるシス  の う  れているた 。

 避難所、避難者の負   きいと  た。

  様な 数のシス   あるた 。
 受付・集計業務に 化した のであり、支援体制の部分   しているた 。

 様 なシス     し、確認    える。避難所を運営する で、本部 必要な情

報や操作性 確保 れていない。

 市  のシス   運用しており、  に操作 必要となる。連 すれ よい 。

   

   

   

  

そう う   らかといえ そう う

  らかといえ そう  ない そう  ない
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デジタル化に関する懸念点として、「あくまで避難者がスマホを最低限操作でき

ることを仮定したものであり、高齢者のシステム操作には相当な支援が必要、又

は支援しても操作ができず、結果的に行政職員が代わりに入力するということに

なる為、手間と負担が発生する。」という意見や、「システムのみで運用すること

は、実際には不可能」、「必ずアナログ的な対応も残しておかなければ、実際に発

災した際の避難所での対応は難しくなる。」との意見があった。 

また、避難所 PoC システムを利用する際の懸念点として、「停電時の運用方

法」、「ネットワークセキュリティの問題」、「既存の他システムとの連携」などが

あがった。他にも実運用に向け、様々なご提案・ご意見を頂いた。 

 

図表 2.1-16 避難所運営者及び災害対策本部職員における避難所 PoC システム利用時の 

   （第 1 回） 

  

システム利用上の  事項
・避難者   の連  必要かは   分かれると います 、  からの報告 能 あるなかで、

   できないのは避難者に報告    のように取り  れているのか分から 、  に  てしまうと います。

・  と  にできるのでは。本当に入  必要なのか  しい 目 ある。
・シス  を いこな るか  。（実 にシス  を活用する職員や運営者の研 は必 ）

・避難所で入 をする職員は 災部 でない の 入 するた 、これらの職員   に入 できるシス  である必要 あり、かつ、
集計しやすいシス  である必要 あります。

・  者な のデジタルデバイドの方 の対応。

 シス  の操作に関する説明に、時間を取りそう 。
 このシス  を理 して らうの  ードル  いと う。結果、  に れ 有 か しれない 、  は  すると う。

・物資シス  は   のシス  と連  し は明確に り分け 必 必要となる。市    数のシス   入 する  について、連携を  要望します。
・既存のシス  との い分け

 市役所職員  のシス  の 用。他のシス  （ の 援物資シス  等）との  性。

 他のシス  と共通する部分 るある。（  交通 災害時物資調 支援シス  ）

 の の  ・要 事項
・  ごとの登 は 能である 、  員の   できない。     ごとに表  れない。報告様式  の     い。

・入 する職員の  度によ て報告      れるのではないか。
・避難者からの報告  について、体調や  情報の   、  プア プで通  れるの 望ましい。

・シス   の  プア プ等で かい   あ て よい。
・  所を  する に 時に  の 所 表 できるとよい。

・   トア ス ントと避難所状況報告のそれ れの目的と いを し、それ れの 目の基準を説明する の あるとよい。
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避難所運営者及び災害対策本部職員における避難所 PoC システムに対する総合

点については、29 名中 14 名の方が 60 点以上と回答した。 

運用に向けた具体的な改善点についてもご意見を頂いた。 

 

図表 2.1-17 避難所運営者及び災害対策本部職員における避難所 PoC システムの総合 （第 1回） 

 

  

本日 用した避難者アプリの 合 

を えて   い。（5    ）
設 

回答理 を えて   い。
設 

80 100 の  
 操作   で業務ス ード い。

 マイナンバーカードやI カード、アプリの利用により、  な受け入れ できると  た。
 災害時に必要な情報を  として見れる 能 あるのはとて た になるた 。

60 80 の  
 シス  は便利なので、効率化   できる。

  いやす 管理   でできたた 。改善の   あるた 。

 現状の手書き業務よりはるかに効率化 図れたた 。

  入することの リ トは きい。

20 60 の  
 アプリ 前提とな ている で、要  者  いこな るのか。

 他シス  との連携に   ある。
 災害対策本部 活用したい情報    れておら 、 入 リ ト  ない。

改善 
・避難者数等の経   かる  フ  しい。 ・ ールを るにあた て定   あれ よい

・ ージを ると設定 リ  ト れてしまう。 ・ 要度の い ールは   れ 見 としに  なる

・既 時間  かれ よい。 ・  は  でまと ることはできるか。

・市対策本部からの通 は  プア プで表  れて しい。

・避難者  の  で  の  情報の参 、  時 、体調に 化 あ た のみ表 等できないか。
・  所に た に受付 けでな  状等 記 できないか。

・登   で、  時の  プア プを分かり  して しい。

・  の 住ス ース登 、管理  上で  の  けを確認できるようにして しい。

（ ）

 

  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

  

                         

避難所運営の経験有 と

 合  の分 

ある   ない   
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④ グループ討議結果 

避難者グループ討議 

討議テーマ： 

・避難者カードを使用する現状業務と比較して、アプリやマイナンバーカードを

利用した入所手続きは効率化できたと感じたか。 

・アプリを使用した際、特に違和感なく簡単に操作できたか。 

・入所、物資受取り、定例報告など、避難所生活が安心できるものにするため

に、アプリで実現して欲しい点、改善ポイントや気づいた点はあるか。 

 

避難者におけるグループ討議では、各年代の避難者とも、紙・電話での避難～

入所～避難所生活よりも、便利さ・簡単さを感じることができた声が多くあがっ

た。特に 20 代の方からは、使い慣れたスマートフォン利用であることで効率的

との評価や、マイナンバーカードの情報を使えることが効率的であるとの評価を

得た。 

 

図表 2.1-18 避難者におけるグループ討議で が た主な意 ①（第 1回） 

 

 避難所連 ・通 
    象に  たのは避難所の   合が か たの  か た、 分けされていて か  すか た 

 現状業務の    と、 によ ては  とかで み ら な たりするし、その場にいないと情報を得ること できないので、スマホ と 実に めるので か た。

 物 報告

 物資の状況 避難場所の設 状況  かりやすか た。

 定 報告
 「報告する」の   は 過   な過    う  か た。

   /  情報（マイナ ータル）

 マイナンバーに 前登 するとマイナ ータルに  情報 入 ているのは便利。 分のみではな 、   員の情報 あれ   い。

 スマホを見 る けで  に  情報を えられてよか た。

 その他
 スマホに れてる  の にと ては、  に便利なアプリ と  た。

・運営・他

 状況  （ダ シュ ード）

 デジタル化したことで  明  た物資の  な の管理 リアルタイ で かるようにな たのは い 。

 か た 

・シス  
 入所

-マイナンバーカードで情報がすでに登 されているので便利  た 

 アプリ登  み避難者は、 ンクリ クで入所できとて  か た。

 スマホは普 か  い れているので効率化 れていた。

 ス ーズに入所できた。  の方 利用することは しい 、    前に   員分登 することで登  ス ーズになるのではないか。
 入所手続きは と比べて    た。

 検証業務の方は、 分 スマホに れているの あり、手書きよりスマホの方  いと  た。

  を用いた入所は     か たり、  の分を書 の 時間  かるので、カードをかざして入所する方    た。

  の場合、  の   た 、時間  かること 想定 れるので時間   できてよか た。

   者でなけれ   的に える。
 避難者情報（  状況、物資  ）

 マイナンバーカードを  て、お 者  にスマホを見 て、 や  の情報をす に えられたので か た。

お 手 を   いている はいないと うので、スマホに入 ていると便利で  できると  ました。

 周りを見ていて、便利そうな 象を受けました。（ 分はマイナンバーは今回の検証では  ていない）スマホで見れるの  いと いました。

 分は、お 手 を  ているけ 、    ことはないのでスマホです に  るのは いと いました。
 ドクター きて  ということ す に  り対応     、とて 時間  になると い いと いました。

 の   す に かり対応できるのでとて   に  ました。

また、ドクター 情報を見て 者  に対しての  順 を  れるのではと いました。

 マイナンバーとスマホを  てす に情報 でるので いと いました。 の 前を えている は と  いないのでよいと います。

記 で すと、あいまいな情報   ること あると うので、 確な   できると い  に いと いました。
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図表 2.1-19 避難者におけるグループ討議で が た主な意 ②（第 1回） 

  

 か た 

・シス  

 入所

 検証業務の場合は、やり方  いた 難し   て かりに か た。そうい たとこ から、お  りの場合は 分でやるのはかなり難しいのでは

と いました。

 検証業務のデ リ トとしてはお  りの方は時間かかるので、行  できていると、 に時間 かかるのではと いました。

 検証業務は、 分はスマホ なれているので、手書きより シンプルに いと いました。

た 、スマホに れていない は、 うしてよいか からな なるのではと いました。

今回の実証実験では、  にスクリーンで説明 あ たので、分かる部分 あ たと います 、説明  しなか たとしたら、

スマホに れている で  からないこと あるか しれないと し いました。

 避難所連 

 通   いと  な連   要度の い のに  れてしまう 能性 ある。

 定 報告

 報告した後 、ホー に ると い報告するの    ているので、報告できたのか  にな た。

 体調報告のイベントで、シス  の時間  後、 れていない場合 あ た。

・運営・他

 入所

 入  目   、 的な 目 けで入所できるようにして しい。

・シナリオ

 入所

  の避難所カードは      て  なか た。
 避難所連 

 確認 みマークを した 、運営者 確認 みを確認したのか からないので、    た。
 定 報告

 体調報告で、ス ータスは  らないのに報告をしなけれ ならないのか からなか た。
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避難者アプリに対する主な改善要望として以下の点があがった。 

・定期報告における双方向（運営者の既読や返信）のやり取りにして欲しい。 

・地図の機能充実（避難所の設備状況やペット受入れ可否等の詳細情報、検索 

機能、ルート案内等）して欲しい。 

・アプリへの入力・登録完了時のレスポンス（完了通知・色替え等）が欲しい。 

・停電（スマートフォンの充電）、通信障害時の対応を検討して欲しい。 

 

図表 2.1-20 避難者におけるグループ討議で が た主な意 ③（第 1回） 

 

 避難者情報（  状況、物資  ）

  の体調報告を  の方からの  けをき かけに実施した 、アプリの通 で報告して   いと連  ある方  いと いました。

 通 を確認するた に、アプリを らないといけないの  かり らい。

  ミルクを取りに行 シナリオで、「ある」か「ない」か分からない状 で取りに行 たので、「ある」という通 等をして しいと  た。

 報告の は、 時な  ま ていた方  い。（実 は のタイミン で報告するのか からない。）

 物資  いた に、 こに れ け いたな 明確な情報  しい。

スマホ と実 に会  できないので、  な   からない  課題 と  た。

 体調報告を れている 用にリマインド 必要 と う。避難所を移 した に、スマホ と移  の避難所の状況  からない。

（現状 と   な で かる） い、 い、な 他の要望を受付できる記入 な あ た方 より  なると  た。

 定 報告

 避難者 に 既  能や、 I    ト  ト等による応答 あると い。

  ー ー向けアプリの「報告する」 分かり らい。「体調 い タン」「物  しい タン」の方  かりやすいのではないか。

ナース ール的なイ ージで、物理的な タン あ て  いと う。

   でない、 の  や   体調  や   必要そうな時に、 分の  から通報や報告 できると い。

 報告  をカ ンダー表記になるといつに 入れた  かりやす なると う。

 間 えて「退所する タン」 す  いそう。

 こ らからは  しているものの、 方 感が ない 

 状況  （ダ シュ ード）

 避難所にある物資の  情報や、避難所の  状況な を、運営者や市災害対策本部 けでな 、避難者に 見えるようにして しい。

 分 避難者は、避難所を つしか登 でき 、その避難所の情報しか からなか た。 いている避難所や物資   ている避難所を

 分で し、行けたら いと  た。

 運営者は見れていると う 、避難者として より  な状況 見れるようにして しい。物資の備 状況であ たり、避難所の設備の状況を見て、

 分に した避難所を べるような 能 あれ 、入所後に 分の状 に  ない避難所 と  するリスク 減るのではないか。

改善要 

・シス  

 入所 退所

  能なら避難所 の住所、ロケーション情報 割り れると い。体調  や要  時に運営 から  け できる。

  ー ー向けアプリについて、 に関 る情報はホー の かりやすい表 にすると いと う。（ア ル ー対応   な ）

 お  りの方は  を つのに時間 かかると うのと、避難所 でお  りの方に える手間な かかると うので

  にアプリを  上 た な に、操作方法の かりやすい ービーな  あると い。

 避難所   の  であれ  地  あるので い 、それ  の場合、地図  いに いた 、検  能や、そこ のルートな   かると い。

 アプリの操作性は い 、操作  手な  いるので、その場にいる方 サ ートするな の   いる。

 い方  からない には、民  員、ご 所  な   な  サ ートすれ  い。

    バ バ にな たときに    この避難所にいるのか確認できると い。

 避難所の  が かる うにな ていると い （バリアフリー化されているか等）

   を入れると他の入所者を検 でき、他の避難所にいる    こにいるか  かるようになるとよ い。

 パスワードは れている方がいると思う顔認証などの 体認証が ると い 

 退所の時に分 退所できるようにアプリで指 できると い。

 避難所連 

  ー ー向けアプリについて、 I  分けな  れておら プ ーンアイ ン    、 れていない は

 に 目してよいか分かり らい 能性 あるた 、 き て分かりやす なると い。

 アプリ上で避難者   情報を共有できる方法 あると い。（状況  な を目的）

 災害ごみのイベントの時、  の  の地図リンク あると い。

 連 通 

 要  者に対して  的に物資や避難所に関する通    と い。

 通  害 あ たら えないので   ある。
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・運営・他

 入所

 アプリ けに るのではな  イ リ ト （現状のス ー ） 合  て 用できると い。

 住民 登 な の   できるようにすると い。定 的に行 ている地域の避難  でアプリを利用すること  いと う。

 避難所連 

  や  な の物資は、   はアイ ンを表 すると かりやすい。

 えたら受け取れないということ  かる。今、 を  ているから行こう、な  できる。

 物資  時の   定日  かると  する。

 その他

 今回は  者 対象  た 、 者ケアはマスト。（目、   こえない のた のケア）    からない （  い者、  ）のた に

  （アニ ーション）で指  できると い。

・シナリオ

 避難者情報（  状況、物資  ）

   者の場所を確認するイベントの時、 分で    を  て調べるの   と  た。地図リンクを  て しい。

   の要望を した 、要 が け入れ れたのか、フ ードバ  が しい 

改善要 

・シス  

   /  情報（マイナ ータル）

  を した や  者、  を つ方や要  者に対して、 時計 スマートデバイスな を り、  や    な を ニタリン できると

 い。

 地図 能で 前検 できると い。 すの 手間  た。施設の      かるとよい。

 入所はス ーズにできた 、そのあとに入 する情報  か た。本   の  情報の登  必要。

  前登 情報としては 前、住所、  は必要、合  て住   なる  情報の  けは必要 と考える。

      者を  に 回するとの   た 、 分の順  いつ るのか分かるようにして しい。

 体調  の報告 あ た 、 れ らい 合  いかは、  の    ある。  の  で の順 で  するか、

  しやすい報告をできるようになるとよい。上記の  の結果、 分の  度 アプリで かるようになるとよい。

 その他

 地図 能をより 実  て しい。（バリアフリー情報などが ると  いいと  た。）

   をかなり までスクロールして、情報を登 するの     た。

（１ ージの登 情報 を な し、次の ージに 移して登 できるようにしたらよい。）

 スマホに れていない  者にと ては、情報登 な  難しいと  た。（  入  能 あるとよい。）

 アプリを  しているとバ  リー    になるた 、    ードな  できると い。

 スマホでス ーズに操作できないた 、   ンで  えるようにして しい。

 地図情報を利用して、今いる地 から い避難所や  状況、ニーズを加 して、 分 避難するのに した避難所を

お  して れるような 能  しい。

 災害状況な  ニュース 目として れるようにして しい。

     の  情報の確認 できるような 能の付加。

 スマホ 入時な にアプリ デ フ ルトで入 ていると い。

 携 の     い部分 あ たので  を き して しい。

 地域ごとのLINEでのお ら や 災  との連携 必要。アプリに りす ると  なのでアナロ との 合 必要。

 地図 能で検 できるようにして しい。

   の方はアプリを うのは難しいと う。難しいとは う  い  と  な報告のバ ンス 取れるとより  なると う。

 避難所の地図のアイ ンを した時、  ト  か、  場が るのか書いて しい 

       れている場合 考えられるので、地図 能で表 できるとよい。
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避難所運営者グループ討議 

討議テーマ： 

・紙で報告書を作成する現状業務と比較して効率化できたと感じたか。 

・アプリを使用した際、特に違和感なく簡単に操作できたか。 

・避難者からの直接連絡を受ける現状業務と比較して効率化できたと感じたか。 

・アプリを使用した際、特に違和感なく簡単に操作できたか。 

・避難所業務の効率化や負荷軽減に向けて改善ポイントや気づいた点はあるか。 

 

「システムを利用することで、入所対応が早く・簡単になった」、「連絡・報告の

時間を短縮（効率化）できた」という意見が多くあがった。 

 

図表 2.1-21 避難所運営者におけるグループ討議で が た主な意 ①（第 1 回）  

 定 報告

 シス   と入  目 明確で、前回の報告を見な ら入   るので、効率化になり、ミス 減る。

  の   ドア ス ントは  の 数の確認   に    た。シス  では  で数 分かるので、すご 便利 と  た。

 今回や た業務では に比べて 当 にな たと  た。

 報告書は、シス  から情報集約 能な 目   で設定 れて、入力が 要な 所が 定されるため効率的にな たと  る。

  数をいれる けでよか た な 

 報告書作成において、 数を数える必要 な なる は  に便利である。

 前回の入 情報 表  れ、それを活用できるのは、  化の  として か た。

 状況  （ダ シュ ード）

 運営者は避難所の運営対応で手  になる 、市の本部で集約した情報 見れるのなら有  と う。

 その他

 シス  は情報の 体  分かるので、  に い。 れるにつれて入    なる。

 操作性は い。 き  か た。 いこな れ    より   いと う。他のシス  に比べれ  か たと  た。

    より い。  的にできた。入所・退所の管理と  表と報告とい た では いやすい。

 他の避難所の情報や開設状況を共有できたのは か た。

 集計するのと情報を 開するの  いの  い。

 集計するの   て か たと う。シンプル から か た。

 避難者     できるのは きな リ トである。   （ に１～2日目）は、地域 から   の方から  の 合 をうけること 

  ある。その にアナロ の場合は  から す必要 ある 、シス  を活用することで効率化 れる。

 か た 

・シス  

 入所 退所

 シス  での入所は に比べて、  、  に  る。

 その後の  な場 で  に 度   等の記入をしな て いので  に いと  た。

-マイナンバーを  た入所が  に   た 実 の災害では  に  の避難者 避難所に るので、

入所手続きの  当たりの時間 今回  ととて  い。

 手書きでやるより、  管理にはシス  を  た方   的に  管理できると  た。

 現時 では  普及していない 、マイナンバーカード 普及し  の方     ようになれ 、入所手続きな とて 便利になると考える。

 入所と 様、退所 シス  を利用することで  に手続きと管理 できる。  に  的 と  た。

 避難所連 

 ア ル ー対応  の  等、避難者の  に応 て、適切な ールが適切な人に  されるのが  に いと  た。

  分に関 のない ール  いと ールを見な なる   て るので、  別の通 は有効 と う。

 今回 用したシス  は  的に 用できて い か た。

 避難者情報（  状況、物資  ）

 定 的な  状況の報告によ て、 日まで    た   日体調を したこと 分かる はとて よか た。

 え 、前日の き しでア ル ーな 当た てしまうこと あるので、いつから体調  にな たのかを り れることは 要である。

 物 報告

 物 の受け し 今回の様にシス  で  ると  管理や提 実 管理  になる。

 数の  な はシス   と かりやすか た。

 連 通 

 本部とのやり取り  ールのロ として るので け れ   なる。また、あとで検    るので での連 に  、時間の  化になる。

 連 通 によ て、避難所  のような きをしているのか 分かる   か た。
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図表 2.1-22 避難所運営者におけるグループ討議で が た主な意 ②（第 1 回） 

 

 

  

 か た 

・シス  

 避難者情報（  状況、物資  ）

 避難者から登  れた情報に、 クス ートしてE    に  ないと確認できない 目 ある。

   ト  の情報 、データとしては保 していて 、シス    では からな 、 クス ートして確認しなけれ ならないの 

 い らい。体調  者の情報  クス ートしてE    の表で ートを けると て る 、その と手間を けなけれ ならない。

 定 報告

 状況報告書を入 した 、 回  て、 を えたのか、過 の報告の り り方  からなか た。

 交 要員  て   する に、災対本部にこのような を報告 です、とい た をする 、状況報告書の では からなか た。

 状況  （ダ シュ ード）

 管理  での  の  け 分かりに い。

 その他

   表として管理する場合は い 、  や  の   存 していないので災害支援に入 た時は い らい。

  とい た概  おそら このシス  にはないのか い らか た。
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主な改善要望として以下があがった。 

・報告書などの入力完了操作に関する要望 

（登録ボタン、確認ウィンドウ、訂正機能等を追加して欲しい。） 

・避難者との双方向での連携（要望を受け付けた等の返信機能）が欲しい。 

・関連システムと連携（重複登録などの回避）を検討して欲しい。 

・実際の運用時における市町職員（民生員・自治会員 等含む）の役割の明確化。 

 

図表 2.1-23 避難所運営者におけるグループ討議で が た主な意 ③（第 1 回） 

・運営・他

 入所

     てきていない  タ   トで入 する 、   たタイミン   からなか た。

 入所の に、マイナンバーカードのパスワードを入力するが、 れている方も いと思うので、顔認証も しいと感 た 

 マイナンバーで入所した に「入所する」をした後、「マイナンバーで入所」「交通系I で入所」の  にな た 、

本 は「入所する」「退所する」の  表 ではないか。入所 連続すれ よい 。

 避難所に れる方の には  者の方  数いて、その にはスマホを  ていない方  いた 、

今回のようにタ   トを 用する場合は、 分なサ ート 必要と  る。

   数を 手に入所の手続きを 行で実施するた には、 分な  の準備 必要であるた 、 での運用  行で必要と考える。

 1    度入所  る場合は 数のデバイスの準備 必要。   の避難所では、1日  の受入   する場合 ある。

 連 通 

 通 インフ    えた場合の対応について、バ クア プを うするか等、検討 地 ある。

 定 報告

 過 の報告  を参 できるとよい。 意の時 を  して報告  を  するな 。 の時   ーク  たのかを確認する目的。

 その他

 今回の参加職員は、 災関   避難所運営の 当者は参加していない。

 きは か ている 、次回の実証実験では実 に う に参加して ら た方  い。

 実証実験の 役について、今回は 災職員経験者 避難所運営者の役を 当した 、

避難者役を 災職員に 当  て らえると い。避難者の目 で  きを得られるか しれないので。

 今後、  情報な   な連携を考えると、    になり、今の     な てしまうではと う。

・シナリオ

   /  情報（マイナ ータル）

 保  や  の   オープンな  で行 れていました。  の ンシ   な   あると うので   必要 と  ました。

 定 報告

 定時報告・   ドア ス ントで報告   タンを した に、「  に間 い ないですか 」な のア ート  ると いと  た。

 市民の方の体調報告で本当に 合  い はご  で入 できないと うので、 行入 な の 能 あれ よい。

 報告を入 （  ）する に  びではな   び と らに効率   なると う。

    ドア ス ントの   できなか た。いつ報告・  したか かる様にして しい。

 避難所状況報告の入     数 ージに分かれており、入   の確認 し らい。 後、この報告で いか  １ で かる様にして しい。

 定 報告は、報告するタイ ングにな た 担 者へお   するなどの   あ た方  い。タイミン を して報告  を れる 能性 ある。

 対応経験 ない職員 、いきなり避難所に行 ように指  れること あるた 、  れな で   いて けるようにできると い。

 物 報告

 入 した後のデータの  について、物資の行政サービスのとこ に タン な 、い い   から な てはならなか たの  い らか た。

 物資を した後、数の ートは けられる 、合計数  ないので、い ら しているのか  的に からなか た。

物資を間  て してしま た場合に、 集  能な   題と  た。

 避難者からミルク   しているとい た通  あ た 、運営者としてはいつ られてきたか  からないし、避難者 災対本部に要望 

 いたのか からないと  た。要望を受け取りましたと避難者に通 できる 組み あれ  いと  た。

 神奈川県の  体は の物資調   シス  を  ており、物資 要 したら こまで ているか かる様にな ており、

このシス  を うなら  になるので、 う場合はまと て しい。県の方では定 的に   している。

 避難所の物資情報について   れ らいあるとい た情報 シス    で かりやす 表  れれ より い。

 物資 目の 加はできないのか。

 現場に必要な日用 の要望は、避難者  べると い。プ シュ の支援物資は現場要 していないのに       。

 に必要な の  ないという 象を  てしまう。

  交   している、プ シュ支援物資の基本 目 あるた 、そこから べると い。  からは３   らいに 分かれして  できると い。

改善要 

・シス  

 入所

 アプリをダ ンロードしていない避難者に対し、ダ ンロードやその後の操作方法についての説明を運営者 行うのは難しい。

 避難者カード と に書いて らえ よいので説明 要  、今回のシス   と入所方法 ４ ターンあり、それを理 して説明できるの 

職員なのか、 主 災対策避難所運営を住民主体で行 ている場合できるのか、 題 ある。

 連 通 

 市からの連    リフ  シュをしないと   れない。連   た にリアルタイ で  プア プかアイ ンに通 数 表  れるようにして しい。

 「指 ・報告・・・」と 別   あ たと う 、受   でその 別ごとに ートかけられるようにして しい。指   たらす   とか、

対応の  度  かるた 。

 避難所からの連 を受けた に通    らないので、 きな でお らして れると  きやすい。

実 の現場では、運営者  に  て  としていることはない  かしらの対応をしている た 、  か るた に  必要。
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災害対策本部職員グループ討議 

討議テーマ： 

・紙、ＦＡＸの報告書を使用する現状業務と比較して効率化できたと感じたか。 

・アプリを使用した際、特に違和感なく簡単に操作できたか。 

・避難所業務の効率化や負荷軽減に向けて改善ポイントや気づいた点はあるか。 

 

今回のシステムを利用することで、現状業務（紙、FAX 利用）の時間短縮が図

れ、グラフや地図による見える化により避難所の状況確認や人員／物資配布計画

にも役立ったとの評価を得た。 

 

図表 2.1-24 災害対策本部職員におけるグループ討議で が た主な意 ①（第 1 回） 

 

  

 か た 

・シス  

 定 報告

  に記載するより  的に か た。（なるべ 記載しない で時間   図れている）

  災者状況報告書  ベースの場合、 目 入 順   い分かり ららか た （シス  化）で改善 れた。

 状況  （ダ シュ ード）

 県 市  の避難所開設等の情報が一 で  することができた 

   フでの見える化、地図連携により避難所の場所  かりよか た。 ーダー  ート  か た。

  の応援、物資の支援について、 目で かる  よか た。人員  、物資配 の 画に役立 た 

 連 通 

 避難者  の ール作成について  にできた。（意 の 通 図れた。）

 その他

    体的に見やすいフ ントで見やすい    た。

 か た 

・シス  

 定 報告

 負 者は には記載 目 あ た 、データ入 にはなか たので、情報 あるのに入 できない理   からなか た。

 その他

     の表    い（ に  の ニュー）

   スクロールして確認する 様は ェ クするた に  必要になる。

・その他

 退所

 現状業務は う ベースではない。（ある 度のシス  運用）

 避難所連 

 連 等の共有は ELな の 応 す に  て るやり取りの方  い。
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主な改善要望として以下があがった。 

・関連システムとの連携（二重入力、重複操作の回避）を検討して欲しい。 

・実際の災害対策本部での運用を考慮した、画面間のリンクをして欲しい。 

・大量の情報に対する気づきに関する要望 

（音での着信通知・アラーム／復旧を認知し易くして欲しい。） 

・帰宅困難者の把握、運営者の勤怠把握できるようにして欲しい。 

 

図表 2.1-25 災害対策本部職員におけるグループ討議で が た主な意 ②（第 1 回） 

 

 

  

・運営・他

 避難者情報（  状況、物資  ）

 避難所の運営の   ない。避難所の運営者職員の    かれ よい。災害対策本部として   をしておきたい。

避難者の  はできる 、職員の（  時間、  度な ）   できない。

改善要 

・シス  

 定 報告

 な 本部の報告書は 集できないのか。 集できない のをな  ェ クするのか。（  県本部 提 する のの  地 なのか）

 連 通 

 指 は   、 答 開設・  通  は確認 けで い。 避難所はそ なに   ない。 

 定   アクションによる 答）はシス  上で組 でしま て  応答にして、 りたい本部の  みれ よい。

  ールについて 要度  い のについては   をつけ、見 と ないようにできれ よい。

  ールの既 について、いつみたか時間表  あれ 対応   る。

  ールを る時に定  が れ   （  、連 ） く れる 

 県 の報告 ールについて  に通  れる、うま 整理できるような 組み（  的な 能） あれ よい。

  ール整理のた の 分、カ  リの検討 必要

 避難所からの報告 ア プデート れており過 推移  から 、 向  かり らい。市の報告の数  つかみ らい。

また こ    たか からない。

 状況  （ダ シュ ード）

 ダ シュ ードから避難所状況報告にリンク できれ よか た。

 ダ シュ ードの  から かな情報  しい時に、あらた て他の ニューから入りなおす必要 ある。

 その他

  ・県と市  のシス  ・ 能 数    ている。   象を 度 記入する必要  ている。

  のシス  なら上  関のまと として１シス  で運用できるようシス  統合するなり、連携できるようにして しい。

  避難所の 題 （ イフ インの    や物資の  ）をア ー で  表   たり、   確認 れると表 上は  にな たの 

分かるように表   、本部  必要な時に必要な のを見に行けるよう状  化 分かる表 にして しい。

 災対本部は 定の避難所を見ている けではな 、 つ つを いかけている で ない見たいとこ はタイ  インを確認したい。

 避難所・  所の    が 時に一目で分かる表   しか た。（ こを見たら いのか分からなか た。）
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2.1.4 第 1回実証実験で得られた改善要望と第 2回実証実験に向けた対応 

第 1 回実証実験であがった改善要望・課題を踏まえ、第 2 回の実証実験までに対応

した指摘については図表 2.1-26 のとおりである。なお、アプリの機能に関わらない

項目については、シナリオ・運営面において改善対応を実施した。 

 

図表 2.1-26 次回の実証実験で対応する改善要  

 

 

  

対応概要 摘内容#

既存プロダクト・サービス連携の検証を行う。

 ナ ル 、cmapを利用することで避難所の  情報、  ードマ プな を提 する。

避難所の状況  かるようにな ていると い ex)バリアフリー化 れているか等1

地図 能を  と 実  て しい（バリアフリー情報な を載 て れたら  と

 い）
2

避難所の地図のアイ ンを した時、  トOKか、駐 場 あるのか書いて しい3

運営者には見れていると う 、避難者として   と状況 見れるようにして し

い。

避難所の設備の状況を見て、 分に した避難所を べるような 能 あれ 、

行 てしま た後に 分の入所に  ない避難所 と  してしまうリスク 減る

のではないか

4

  情報取得に して、許諾の ェ ク  クスを準備する。マイナ ータルより  情報を取得し、シス   登 する場合は、 ー ーに許諾

を取る必要 あると  れる
5

   にリロードの操作 タンを 加する。    やダ シュ ード  にリロード タン な 、 い らか た6

マイナンバーカード用の 認証  を準備する。マイナンバーカードで入所する 、 ス ードを れている方 いると う

（ 認証な の 体認証 あるとよい）

7

交通系ICカードによる受付後に、必要な4情報を手入 すること 分かるよう、表現を

  する。（第2回実証実験では「交通系ICカード」は  用）

「交通系ICカードで入所」は誤 を む。

入所者の  けをする操作であり、交通系ICカードでは入所できない。
8

 な形となる定  を準備し、通 な の  を開いた時に  して利用できるよう

にする。
 ールを る時に定   あれ より（指 、連 ）   れる9

シナリオにシス  の操作を1操作 つ記載することで双方向であることを実 いた  。

運営者 連 通 を 付

市災対本 受 した連 通 を み、「確認 」操作を実施

運営者 連 通 した通  既  確認 を確認

上記の れにより、確実に連     たこと  るようにシナリオに明記する。

  の要望を した 、要望 受け入れられたフ ードバ ク  しい10

定 報告における 双方向 （運営者の既 や  ）11

こ らからは  している のの、双方向   ない12

避難者との双方向での連携（要望を受け付けた等の   能）13

   たか、次のアクションの 定な  ない14

シナリオとして「要  者」からの要望を準備し、「運営者」から「要  者」に対して 

別に通 を るシーンを 加する。
要  者に対して  的に物資や避難所に関する通    といいと  た15

シナリオとして「 ミルクの要望」を準備し、「運営者」から「準備でき次第に  する」

旨の  と実 に「今から  します」の連 を 別に通 を るシーンを 加する。
 ミルクを取りに行 シナリオのとこ  、「ある」か「ない」か分からないという状 で

取りに行 たので、「ある」という通 等をして しいと  た

16

避難所状況報告にて 員の対応 数や、運営者から見た過  状況を記載するシ

ナリオとする。
運営者の 員の過  等  かると災害対策本部としてはあり たい17
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2.2 神奈川県 第２回実証実験 

2024 年 2 月 28 日に、神奈川県横浜市内の横浜産貿ホールにおいて風水害を想

定した実証実験を行った。 

2.2.1 想定災害と開設避難所 

第 2 回の実証実験では、神奈川県内を流れる酒匂川流域での大雨による増水お

よび、堤防決壊による浸水被害、さらに長雨による土砂災害の発生を想定した。 

避難人数は最大 71,840 人、開設避難所数は 2 市 4 町の 72 か所を対象とし、そ

のうち６つの避難所を実証実験会場で開設すると見立て、実証実験を行った。 

 

図表 2.2-1 実証実験で  した避難所（第 2回） 

 

  

  の 日（  日）の 前、前日から り始 た    の は次
第に  なり、  川の   上 を始 る。   では  を え、

  ・登 の時間 である。 

  前8時過 に   ベル3   者等避難    れる。（神奈川
県  川の  を想定） 

  災  体   川 域（   市、   市、   、

   、開成 、   ） 

  象 から  に関する     れる。 

    にはニュース・ 用アプリ・スマ こ等から  情報 通  れる。 

  に る  者等避難

開設避難所は、2 市 4 町の

合計 72 か所の洪水時に利用可

能な避難所のうち、浸水、土

砂災害の被害が想定される南

足柄市、小田原市から 6 か所

の避難所を選定し、実証実験

会場で運営した。 

 

  前1 時過 に  川と 川の合  付 で     し、

   １ を える地    した。 

  前11時過 に   ベル５     確保    れる。

  災  体   川 域（   市、   市、   、

   、開成 、   ）

 避難  れた住民   し、  の２ 、  な で  を つ。

    に加えて     援活 を 開する。

  決 に る 中  
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2.2.2 実証実験シナリオ 

想定災害を踏まえ、災害発生前～終息までを、平常時及び警戒期、発生、3 時

間後、6 時間後、12 時間後、24 時間後、72 時間後、4 日後、1 ヶ月後に区切って

シナリオを作成し、実証実験を行った。 

 

図表 2.2-2 タイムラインごとの被災  （第 2回） 

 

  

災害  

 6時間 

  決 

災害  

 12時間 

災害  

 4  

7 18日（ ）8:  

・    ベル３（  者等避難）  

タイムライン   対応例

災害  

（  ）

    県 市 の災害対策本部設 ー職員の  参集開始

 避難所の開設

   者   連れ等 避難を開始、避難所に入所し受付を行う。

   避難・  避難を  する。（分 避難者）

7 18日（ ）14  

・   川 避難  の  

   れた住民    れ避難所 

 ・    ベル5（    確保）  

   川（ 川合  付 ）で避難  の  により市    

  上  の住   数      れた住民は   れて避難所 移 

 備 物資の  

   により 部地域で ス    、     を通 

   所の設 （体調  者 の対応・市     始まる。）

   災害の  で、  住民   

    ドア ス ントの運用開始

  イフ インの  

 物資  に対する要望の  避難者から上 る。

   所 お   災害ごみ き場  設  れる。

  からのプ シュ 支援物資   する。   避難者は市災対本部 対応

ー県・市 （分 ） 運営者（  ） 避難者（受取）

    の  

ー  による体調  者 の 察 始まる。

7 22日（ ）8:  

・ 避難指     れる。

・    確認 れた住民は  を始 る。

7 19日（ ）8:  

・  部住民は  の  けを開始

・    れによる避難者の    

7 18日（ ）2 :  

・  川管理者による   所の  と

 ンプでの   開始 れる。

災害  

 24時間 

  災害  

7 21日（日）8:  

・  部を き、   リアの     
災害  

 72時間 

災害  

 １か月 

 避難者 退所する。

 避難所を  する。

8 17日（ ）

・  ての避難所    れる。

  化に い、 設住  の移 を  

7 18日（ ）11:  

・    ベル4（避難指 ）  災害  

 3時間 

    想定 れる地域の住民 避難を開始
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2.2.3 実証実験結果 

避難者支援業務のデジタル化を通じて、避難者の入所手続きおよび避難所生活

の利便性を向上できるか、避難所運営者、災害対策本部職員の業務負荷を軽減で

きるか、情報のやりとりを効率化できるかを、「業務削減量」と「避難所 PoC シ

ステムの UI/UX に関する改善の有無」の 2 つの観点から検証した。 

 

① 実施風景 

第 2 回実証実験の実施風景を次に示す。 

 

図表 2.2-3 第 2 回実証実験実施中写真 
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② 業務削減量 

マイナンバーカード、事前登録した避難者アプリ等を用いた入所手続きでは

82.6~89.2%、報告書作成については 51.8~94.7%、避難者アプリ等を用いた退所

手続きでは 53.6~59.1%の削減効果が見られた。 

特に入所登録業務とラピッドアセスメントを作成する発災後 72 時間時点の報

告書作成業務で大きな業務削減量が確認できた。 

 

図表 2.2-4 イベントごとの業務削減算出結果（第 2回） 

 

  

入所

マイナンバーカード ス ード入 

マイナンバーカード 認証

マイナカード搭載スマホ

避難者カード記入

避難所状況報告（3h）

避難所状況報告（6h）

   ドア ス ント

 告書

作成

退所

※2

タイムラインとイベント 平均処理時間（現状業務） 平均処理時間（検証業務） 作業時間の削減量・割合※1

4分45秒

42秒

49秒

31秒

4分18秒

4分12秒（88.4%）

32秒

4分4秒（93.3%）

5分14秒

3分45秒 8分8秒（68.4%）

34分57秒

2分31秒 2分43秒（51.8%）

4分22秒

1分51秒 33分6秒（94.7%）

25秒

-10秒（-46.2%）

28秒

-3秒（-13.6%）

22秒

11分53秒

27秒（9.6%）

4分3秒（85.3%）

3分56秒（82.6%）

避難所状況報告（市→県）

33秒

9秒 13秒（60.6%）

避難者アプリ利用

LINEミニアプリ

4分14秒（89.2%）

3分59秒（83.6%）46秒

18秒

10秒 12秒（53.6%）

-6秒（-25.0%）

9秒 13秒（59.1%）

マイナンバーカード ス ード入 

マイナンバーカード 認証

マイナカード搭載スマホ

避難者カード記入

避難者アプリ利用

LINEミニアプリ

平均時間

※1：削減割合の算出には四捨五入前のデータを使用しているため、表内の数値で算出した場合と誤差が生じる場合がある。

※2：実証実験にて実施した現状業務の退所は、”避難者カードへ退所時間を記入する”部分のみ計測したため、実際の業務より短時間となっている。
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③ アンケート集計結果 

避難者向けアンケート結果 

避難所の入所手続きにおいて、78%の方が「直感的に操作できたと思う」・「ど

ちらかといえばそう思う」と回答した。 

また、85%の方がアプリ・マイナンバーカード・マイナンバーカード搭載スマー

トフォンを用いた入所・退所の手続きに関して、「簡単に行えたと思う」・「どちら

かといえばそう思う」 と回答した。 

 

図表 2.2-5 入所・退所の操作性について（第 2回）  

回答した理 を えて   い。（  ）

設 
アプリやマイナンバーカード、マイナンバーカード搭載スマートフ ンを

 用することで避難所 の入所と退所   に行えたと  ま

すか。

設 

 う思う、ど  かとい   う思う意 
 ス ーズに対応して らえたので   と  た。

 手書きに比べて手間  からなか たから。
 入所 退所 マイナンバーカードを利用することで入力の 間がなか たので 

 に行えた。

 事 登 に  て避難時の 間が  に減 た 

 操作 難し はなか た。

 あらか  スマホにマイナンバーカード 搭載 れているので入 しやすか た。

ど  かとい   う思 ない意 
 分 避難で、  と にいた   で退所するの    と かり らい。

    ないとやり方 分からない   てきそう。

 研 しないと中 、  は難しい 

 操作  手 から。

   
   

   

  

そう う

  らかといえ そう う

  らかといえ そう  ない

そう  ない

前 （  的に  を操作できましたか）の様に回答した理 を えて   い（  ）設 

 う思う、ど  かとい   う思う意 
    クリアで かりやすか たから。（  で かりやすか た）

   表  分かりやすい。（操作 シンプル）
   や 書で説明 な て  題な 操作を  すること できた。

   目    けでな イ ストを利用して表  れている 、とて 分かりやす 

  すること できました。

   か めスマホにマイナンバーカードが搭載されているので入力し すか た 

ど  かとい   う思 ない意 
 できることが く、  い う か  

  のアプリを 用していいのか からなか た。
 本日は研  あるから  たけれ 、実 に  したら  るかは  。

 スマホ操作  手 から。

本実証の検証業務で、入所時に利

用した  物を回答して   い。
設 

避難所の入所手続きにおいて、  

的に  を操作できましたか。
設 

   

   

   

   

   

   

   

   

  

そう う

  らかといえ そう う

  らかといえ そう  ない

そう  ない

マイナンバーカード搭載スマートフ ン

マイナンバーカード（ 認証）

マイナンバーカード（ ス ード入 ）

スマートフ ンアプリ

避難者カードに記入
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93%の方が災害時に本日使用した避難者アプリを利用したいかについて「そう

思う」・「どちらかといえばそう思う」と回答した。 

また、94%の方が本日使用したアプリを「知人に勧めたいと思う」と回答し

た。 

図表 2.2-6 避難者アプリの満足度等（第 2回） 

 

 

「スムーズに情報が得られる」、「情報の共有が図れるので良い」、「情報収集の

１つの手段として入れておいても良いと思う」との意見があった⼀方で、「通知に

特化しているアプリの為、バッテリー消耗の課題が残る」との意見があった。 

 

  

災害時に本日 用した避難者アプリを利用したいと

 いますか。
設 

前 のように回答した理 を えて   い。（  ）
設 

 う思う、ど  かとい   う思う意 
 今の時 は 体の  スマホを  ておりアプリ と かりやすい。

 便利で入所退所な の手続き   に行え、通  能 便利  た。

 避難所と連携 取れている。

   情報  時プ シュ通  れて情報収集に有 。

 避難している と、管理している行政の    に ミュニケーション とれる。

 避難 からの情報は役に つ。

 情報を   ること できる。

  援物資の  情報を得られる。

改善 ・   

  能、操作性に改 の 地 あると う。

     て  たた 、  分からない   数ある。

 す れているとは えない  かしらこのような のは しい。

 通 に 化しているアプリの 、バ  リー  の課題  る。

 う思 ない、ど  かとい   う思 ない  
 マイナンバー情報を普     ことに   あるから。

   
   

  

  

そう う

  らかといえ そう う

  らかといえ そう  ない

そう  ない

避難者アプリを  に  たいと いますか。
設 

アプリを  に  たいと う理 、また のような  を  て  ますか
設 

アプリを 人に めたいと思う  
   性  すから。

  援物資の  情報を得られるから便利。

 お いに必要な情報を  に取得すること できる。

 情報を   れる。

 避難所の    足物資配 などのリアルタイム   ージが安心感につながる。

 情報のやりとりをス ーズできる。

どの うな  で めるか
 災害時 いやすいアプリ あるよ。

 便利 から    た方 いい。

  軽に、  にできる 災対策なので、や ておいて はないと う。

 スマホ けで連   む。

   の  の情報を管理しやすい。

  分の を る 。

 手書きの手間  ける。

 リアルタイ で避難所の情報  かるので  たい。

 う思 ない・ど  かとい   う思 ない  
 これは  の   と う。

   

   

    

そう う

  らかといえ そう う

  らかといえ そう  ない

そう  ない
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図表 2.2-7 実証に参加されての感想（第 2回） 

 

「本実証実験に参加したことで、防災について考える良い機会になった」、「避

難所の疑似体験は有意義であった」などの意見があり、避難者アプリの利便性向

上と実運用への期待が感じられた。 

  

  災分 におけるデジタル化の利 を体 できました。
 こういうイベントに  て参加しました  は今まで避難等した    て他の 験者  から避難の実体験を けて参考になりました。

 あと避難アプリを今まで存 を らなか たのでこういうアプリ あるのを れて か たです。

   体に比べるとアプリでやる行 はとて   かつ  て、データの管理   体よりしやす  いこと  しなのではないかと  た。

   体ですると ことな 役所    でてしまい  になる 、アプリで つことによ てその   な なりと に 者にと ては いやす な ていると う。

 避難所に入所する場合、手書きでの書 作成で時間  かる 、アプリを利用した事でスムーズに入所、退所  きが出 るので一 でも くこのアプリが実用化され
ると いなと感 ました。た 、  者の方 と分かり らいと うのでそこはサ ートの必要性を  ました。

 アプリありなしでの いを  られた。

 避難したこと ないので、実   な 便 を  るか分からなか た 、様 なサ ート あることを りました。

 デジタルの を え   時に減ら るスト ス あることを  た。  実用化して しい。

 有意 な 日でした あり とうございます。
 避難所 の入所から退所の れ 分かり  にな た。

 災害時の情報 アナロ す てビ クリした。

 アプリの作 性と、職員 の時間（アナロ より いかの確認）  たの なという 想。

アプリを  と うしたらいいのかというようなとこ まで行 てない  した。

   者にこの便利 を うや て えるのか 課題。
 避難所  をしたことがないので びと運営の  さ、難しさを 感した。

   して避難 活  れるように、  してます。

 今まで改 しなか たの   議、 いことは  やりまし う 

 避難所 の入所は手間 かかる のと いました 、避難者アプリを 用することでこ なに   に避難所 入所すること できるのかと り きました。

 災害の  （地震、  、  、  ）に関 ら 、 分と  の を れるのか、考える い 会  た。
避難所を運営する方 のご  を 間見ること   た。

 デジタル化により、 もが安全 つ  に避難 動が出 ることに  が てた。

  分の地域 いつ地震  きて おかし ない状況なので、今回の体験はとて     た。避難者アプリ   て  たので、  今後利用したい。

 実 の災害に  した時に   いて避難者アプリに対応  れ いいです  

た 、携 の  合で   に避難場所に行けれ 手続き   るので、共用で えて  いと う。
 改 て災害  こ たときの避難所の  情報や 分でできる備 を用意しないといけないと  ました。

 実 にシナリオを経験することで  になること あ た。   いたこと  か た。体験するには   必要。

 アプリを  てみて うこと  用すること できた。た し、実 に う時に、 時  に利用者 アク スするた 、その の  はあります。
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図表 2.2-8 避難者における避難者スマホアプリの心 的安心感（第 2回）  

避難者アプリを通 て、行政と   ている   

を得ること できたと  ますか。
設 

理 を記載   い。（  ）
設 

 う思う、ど  かとい   う思う  
 行政から 通 等  て れた。 （行政の支援状況 分かる）

    情報   た 。

 必要な時に物資を けて れるから。

  かあ て す 連 できるから  。

 リアルタイ に情報を 受できたた 。

 自分の情報が記 されている  が ることで、安心感につながる 

  当者 の   ージ あ た。

 確実に  できた確証を得られた。

 情報を   ること できるから。

  分と  の 情を「報告する」こと   る。

 う思 ない、ど  かとい   う思 ない  
    とまではいかない。

 行政と で   ている  はしま  でした。

  が ているのはいいが、どれく い の のフ ローが るのか  。

  人情報に対する 安が る 

   

   

  

  

そう う

  らかといえ そう う

  らかといえ そう  ない

そう  ない

避難者アプリを通 て、ご  や  の  状 や 

 情報をタイ リーに えること できたと  ますか。
設 

理 を記載   い。（  ）
設 

 う思う、ど  かとい   う思う  
   に入 できた・  で  るので い。

 デジタル  によ てタイ リーに えられていると  る。

 す   して れている   した。

   を  ている  、  や   に 用 を  して らえる。

     なるシナリオ  た 、  をス ーズに えて らえた。

   者 の   ージが  、安心した。

 分かりやすい操作方法 から。

   式で想定 れる要望    目で用意 れていた。

改善 ・   

  記  を やして しい。

   はその場で  るのでタイ リー  、いつ受け取 て ら ているかは実 で

きない。

ど  かとい   う思 ない  
 項目が   す るので、もう し詳細が書けると い。

  分は   たと う   のは     て い  あ た。

 いつ受け取 て ら ているかは実 できない。

 ま ま   情報をつたえたい。

   

   

   

  

そう う

  らかといえ そう う

  らかといえ そう  ない

そう  ない

避難者アプリを通 て、ご  や  の要望 行政や

避難所運営者に いていると  ましたか。
設 

理 を記載   い。（  ）
設 

 う思う、ど  かとい   う思う  
 毎日  情報等を  できた。

 アプリから報告   るのでいまの状況を運営 に えやすい。

   ト通 の 、情報  時に  。

 様 な 目 あり要望を行えるた 。

 シス  化 れ  しやす な ていると  た。

   に  る。

 定 られた時間に 分と  の 情を「報告する」こと   るから。

  分の状況に応 た対応をして らえた。

  分の有用な情報を   ること できる。

ど  かとい   う思 ない  
 アプリを用いて  できる情報     す て、必要な情報  て  

できているとは えなか た。

   には いていない  する。

   て  たアプリのた よ  からない。

   の避難者の要 を ェ  するのは実 にできるのか心配。

   

   

   

  

そう う

  らかといえ そう う

  らかといえ そう  ない

そう  ない
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今回の実証実験には、「スマぴこ（音声案内）」、「ツナガル＋（避難所情報提

供）」、「camp（ハザードマップ確認）」、「LINE 連携（ミニアプリとして避難者ア

プリを提供）」についても有益性の検証を行った。 

 

図表 2.2-9 本 利用した連携アプリ・ 災情報の音声案内  について（第 2回） 

 

  

災害時に「スマ こ」（ 災情報の   

 ） あれ    と いますか。
設 

前 のように回答した理 を えて   い。（  ）
設 

 う思う、ど  かとい   う思う意 
   で災害情報を入手できる。（ の情報を えて れる）

   性の い情報  分で調べな て  ること できる。
 他通    手 にな て  で 別できるので かりやすい。

 意 してなか たり  ビをつけていなか たりスマートフ ンの    れてしま ていたりする場合に有 。

 災害  きた時  に対応できる。

 う思 ない、ど  かとい   う思 ない意 
 他に情報 ある。

 スマホで  りる     かかると う。

災害時に「スマ こ」から  して しい情報はありますか。（  ）
設 

   付 の 害情報。
 周辺地域の 災状況、 イフ インの現況。

 避難 ベルの 体的行 指 。

 災害アナ ンス けでな 、  にいてよいのか、 に て避難べきなのかを えて しい。

 周辺地域の災害状況と  度および対 法。

  ス れの有 。

   

   

   

  

 当者 29 

そう う

  らかといえ そう う

  らかといえ そう  ない

そう  ない

災害時に「 ナ ル 」（避難所の設備 

確認できる 能） あれ 有  と いま

すか。

設 
前 のように回答した理 を えて   い。（  ）

設 

 う思う、ど  かとい   う思う意 
 情報をい   入手できる。

   に避難所の情報   に ること   ると  な行 に  る。
    必要としている設備や対応  を認 できる。

 避難所の  に有 。 （  トのいる やバリアフリー     る）

  らない場所で   に行ける。

   時に てな て む。

  分の  りの避難所 分かるし、いざとな た時にス ーズに けるから。

   

   

  

  

 当者 19 

そう う

  らかといえ そう う

  らかといえ そう  ない

そう  ない

災害時に「 ナ ル 」から提 して しい情報はありますか。（  ）
設 

 交通情報。
  イフ インの  状況。

   な避難経 。

 避難所の  状況。

 避難所の物資  りているのか か、 に入所している方の  ミ 。
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「複数のアプリではなく、⼀つにまとめて欲しい」、「他に使い慣れたアプリが

ある」、「いろいろな情報を提供して欲しい」などの意見があがった。 

  

災害時に「LINEミニアプリ」（LINE あれ 

利用できる避難者アプリ） あれ 有  

と いますか。

設 
前 のように回答した理 を えて   い。（  ）

設 

 う思う、ど  かとい   う思う意 
    に ら に情報を入手できる。

 避難場所等の連  す 確認できる。
 比較的ス ーズに作業   る。

 普  い れたアプリ か 。

 リアルタイ で今必要な情報や状況  かる。

 避難場所の状況確認 できる。

災害時に「LINEミニアプリ」から提 して しい情報はありますか。 （  ）
設 

   ニュースでは ること できないようなより い地域  での 災状況。
 定 的に登 情報の  を して しい。

 災害の  、  、避難の要 、避難所情報。

   地域・地震の情報。

 支援 望の  を   能提 。

  避難所の状況   や の 付状況。
 支援物資の  。

   な の  物資  状況。

   

   

  

  

 当者 18 

そう う

  らかといえ そう う

  らかといえ そう  ない

そう  ない

災害時に「    」（周辺の  ードマ プ 

確認できる 能） あれ 有  と いま

すか。

設 
前 のように回答した理 を えて   い。（  ）

設 

 う思う、ど  かとい   う思う意 
 避難経   に有 。（  なとこ は避けられる）

  この場所で うな てるか かりやすい。
  らない場合で かる。

   ードマ プ  に入 ている は ない。

   な場所に行かな て む。

 避難所の  情報  と目で分かる。

  時から 軽に調べること できる。
 検 時間の  に役  、 度 上 る。

ど  かとい   う思 ない意 
 他で情報を得るから。
 既に   oo    様の情報を して馴染み あるから。

   

   

  

  

 当者 26 

そう う

  らかといえ そう う

  らかといえ そう  ない

そう  ない

災害時に「    」から提 して しい情報はありますか。 （  ）
設 

   な避難経 。 （ 、 な の通行  ）
 周辺の 地の  度合、回避法。

 現  害   な地域の  。

 避難所での支援  を りたい。
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最後に、避難者における避難所アプリに対する好感度については、90％の方が

「好き」・「どちらかといえば好き」と回答した。そう思う理由として、「操作性の

良さ」、「行政と円滑にコミュニケーションがとれる」などがあがった。 

「どちらかといえばそう思わない」方の意見としては、「操作に慣れていな

い」、「いろいろ分からないことがあった」とのことであった。 

避難者スマホアプリの総合点についても 60 点以上と評価した被験者が 27 名で

あった。 

 

図表 2.2-10 避難者における避難所アプリの好感度（第 2回） 

  

本日 用した避難者アプリの 合 

を えて   い。（5    ）
設 

理 を記載   い。（  ）
設 

（ ） 80 100 の  

 双方向性の有 な ール と  た。

  体的に いアプリ と  た。

  しよう 見つからない らい か た。

   体と連携 取れていたと う。

  体的に  に登 や利用 行えたた 。

 マニュアルとかな て  かりやす 、操作しやすい。

  I シンプルで いやすか た。

60 80 の  

 情報   な 、 削り は  る 、 体的に いやす て 入しやすいと  た。

 便利ではある   に  れな  者には い らいか 。

 付 の避難所 開設 れた通   しい。 （避難をする ードル   る）

   者   人、 害者にも い すい  搭載が に ると い。

 改善するとこ はあるけ 、おおむ 避難所の  情報や  体からの連   ること。

 マイナンバーカードの場合、カードリーダーな の  ト  ルの   ある。

 運営者 スマホを えない  の対応に  れてしまう。

60  満の  

 LINEのアプリしか 用していない役回り  たので、他のアプリを  できない。

  用した のについて え 、  なアンケート的なやりとりで、   の情報 け と感 た。

  

  

 
 

 
 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

                              

あなたはこの避難者アプリ  きですか。
設 

理 を記載   い。（  ）
設 

 う思う・ど  かとい   う思う  

 このアプリが 用出 る うになれ 災害時に も役に立つと感 た。

 操作性   、  的に えて便利 と  た。

   操作なので、有 の ニ ク状 で  えると う。

   できるから。

  物   にいる者としては  トの 目 あるの よか た。

 行政と  に ミュニケーション とれるから。

   に双方    る。

 行政の情報を   ること できる。

   の ニタリン と改 を  て しい。

 う思 ない・ど  かとい   う思 ない  

  れてない、いざという時  るか    。

 い い  からないこと あ たので、  では えない。

   

   

   

  

そう う

  らかといえ そう う

  らかといえ そう  ない

そう  ない
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避難所運営者向けアンケート結果 

避難所運営者および県・市の災害対策本部職員向けのアンケートでは、画面を

操作した全員が、避難所状況報告画面について直感的に画面を操作できたかにつ

いて「そう思う」・「どちらかといえばそう思う」と回答した。 

図表 2.2-11 避難所  報告書の作成について①（第 2回） 

避難所状況報告書について、手書きで対応する現状業務と比較して、システム

を使用した業務の方が、業務が省力化すると感じたかについて 75%の方が「そう

思う」と答えた。また、19%の方が「どちらかといえばそう思う」と答えた。シ

ステムによる自動収集・集計が有益と感じたについて 82％の方が「そう思う」、

18%の方が「どちらかといえばそう思う」と答えた。 

 

図表 2.2-12 避難所  報告書の作成について②（第 2回） 

 

避難所状況報告  について、  的に  を操作でき

ましたか。
設 

理 を記載   い。（  ）
設 

 う思う、ど  かとい   う思う  
 操作方法   にシンプルであ た。（操作   ）

 入  必要な 目 見やす まと られていた。

 シス  設計的に いやす   ました。

  ベースの のより見やす 、入 しやすか た。

 回答するべき 目 よ 整理 れていた。

   な  や い回しな  ないた   的に  操作 できた。

 操作しやす 、分かりやすい作りにな ていた。

 1度説明を受けれ  れること できたから。

 カ  リーに分かれているので、入 しやすか た。

 用    な の ある 、おおむ ス ーズに入  能。

  前にシス  概要説明を受けていたので、 目は とな 分か た。

   

   

    

 当者 16 

そう う   らかといえ そう う

  らかといえ そう  ない そう  ない

避難所状況報告書の作成において、手書きで対応する現

状業務と比較して、シス  を 用した検証業務では業務

   化すると  ますか。

設 

手 運用と比較して、シス  により必要な情報を  的に収集・

集計できます 、業務を  る上で有 でし うか。設 

 に  と感 た項目
 避難者  分の情報を入 して避難者   作成できること。

 状況     化できる。（避難者合計や  別の 数、体調  者の 数
な ）

 作業の効率化。 （避難者  の作成）

 前回の参 をすることで時    け行え よい と  集計。

 報告時 の避難者数や体調な の集計 便利。

 自動的な集   が、時間  でき に  。
 要援 者・  者等の  。

 に  化   できると  た 目を えて   い。設 

 県災対本部で  的に避難者情報等を  できる。
 ダ シュ ード  。

 本部が 一的な  で情報を  できることは、避難所  をなくし、

合 的な 便  につながる。

 避難者数の集計  要になり、市災対本部に対しての報告   にな た。

   

   

  

  

そう う

  らかといえ そう う

  らかといえ そう  ない

そう  ない

   

   

  

  

そう う

  らかといえ そう う

  らかといえ そう  ない

そう  ない
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画面を操作した 93%の方が、ダッシュボード画面を直感的に操作できたかにつ

いて「そう思う」・「どちらかといえばそう思う」との回答であった。「どちらかと

いえばそう思わない」方は、操作の機会が少なかったためであった。 

図表 2.2-13 ダ シュボード画面について①（第２回） 

  

ダ シュ ード  を  的に操作できましたか。
設 

理 を記載   い。（  ）
設 

 う思う、ど  かとい   う思う  
   的に見やす 、 しい操作説明 な て  で 利用できる。

た 、 ーダー  ートの見方（物資の過  を  する基準） 

 し分かりに いと  ました。

  能や操作方法は、し ら   て  に操作できるようにな た。

  になる場所をクリ クしたら    てきた。

     な 、 かりやすい。（よ 整理 れていた）

   な  や い回しな  ないた   的に  操作 できた。

 クリ ク けで情報  開してい ので操作しやすか た。

     な操作は必要 なか た。（操作方法   にシンプル）

 他の避難所の状況 確認できた。

   

   

  

  

そう う

  らかといえ そう う

  らかといえ そう  ない

そう  ない
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ダッシュボード画面を参照することで、避難所の状況把握（問題が発生してい

る避難所の特定など）ができたかについて 88%の方が「そう思う」・「どちらかと

いえばそう思う」と回答した。 

また、ダッシュボードに不足している情報として、避難者の増減率・年齢構

成・要支援フラグおよび、従事している職員数などがあがった。 

 

図表 2.2-14 ダ シュボード画面について②（第 2回） 

 

 

  

避難所運営シス  において、ダ シュ ード  上に  する情報 あれ  えて   い。設 

   改善 案

 避難者の 減率、  職員の数。

 避難者の   成、要支援者の有 等   フで見られると分かりやすいと  ました。

  避難所の  な状況（避難者数な ）まで、ダ シュ ード上で確認できるようになると  いと  た。

 避難所毎の  情報を  て災対本部 けは  できるようにした方 よい。

 対象項目追加

 避難者数の かに、     要支援者等の  が かると、避難所へ      の  に役立つと  た。

   、    、   な の  所 の  にかかる情報 分かるとよいと う。

  の の改善要 

 収  数を えた場合な は、  と える で表 した方  い。

ダ シュ ード  を参 することで、避難所の状況  

（ 題   している避難所の 定な ） できましたか。
設 

理 を記載   い。（  ）
設 

 う思う、ど  かとい   う思う  
  数   か所の避難所について報告すること な な たり、  られた  につ

いてのみ回答 得られる。
   フ化 れることで  情報としてより  しやすいと  た。

    フや  ート表  、 認性  かいと  た。

 避難所の収  数 す に  でき、本部で  体を見ること  能 と  た。

 他の避難所の状況 共有できた。

 避難所の  状況や、物資状況を見ること できた。
 避難所職員の応援の必要性。

 物資の  数を 目で確認 できた。

 避難所の開設状況や避難者の 数な は 見で分かる。

  題   していることを  に確認できた。

  体としての  的かつ まかな状況しか  できないた 。
   か アプリを うのであれ 、要望を えることを得意としない 者。 （ 

 者や   ）の を い上 られる 能  しい。

 避難所毎の  情報を災対本部 けで   できるようにした方 よい。

ど  かとい   う思 ない  
 シナリオの で 題の 定から対 まであら る ターンの検証 できていないた 、

 概に  できない。

   

   

   

  

そう う

  らかといえ そう う

  らかといえ そう  ない

そう  ない
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今回の避難所 PoC システムについて、全員の方が画面の文言表記・見栄えにつ

いて「理解しやすいと感じた」・「どちらかといえばそう感じた」と回答した。 

94%の方がシステム情報でデータ確認ができる事を有益と感じたかについて

「そう思う」・「どちらかといえばそう思う」と回答した。 

94%の方が避難所の状況把握、応援要請等の意思決定判断に有益と感じたかに

ついて、「そう思う」・「どちらかといえばそう思う」と回答した。 

 

図表 2.2-15 避難所運営者及び災害対策本部職員における避難所 PoC システムの 効性① 

（第 2回） 

 

  

  による状況確認の運用と比較して、

シス  情報でデータ 確認できます 、

業務を  る上で有 ですか。
設 

避難所の状況  、応援要 等の意

  定  に有 と  ますか。設 

  の  表記、  の見 えは理

 しやすか たですか。設 

   

   

  

  

そう う

  らかといえ そう う

  らかといえ そう  ない

そう  ない

   

   

  

  

そう う

  らかといえ そう う

  らかといえ そう  ない

そう  ない

   
   

  

  

そう う

  らかといえ そう う

  らかといえ そう  ない

そう  ない
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94%の方が物資状況画面を直感的に操作できたかについて「そう思う」・「どち

らかといえばそう思う」と回答した。 

94%の方が避難所の物資在庫状況把握、物資要請等の意思決定判断に有益と感

じたかについて「そう思う」・「どちらかといえばそう感じた」と答えた。 

全員の方が電話での運用と比較して、システム情報で在庫状況ができること

は、「業務上有益」・「どちらかといえばそう感じる」と回答した。 

 

図表 2.2-16 避難所運営者及び災害対策本部職員における避難所 PoC システムの 効性② 

（第 2回） 

 

 

  

避難所の物資  状況  、物資要 等の意  定 

 に有 と  ますか。
設 

 に  と感 た項目
  時の  状況を  管理できることは  に有 である。

    りないのか  的によ 分かる。 （状況   しやすい）

 シス  上で数  管理している方 リアルタイ で状況   でき有 。
  当する避難所  に必要としている の、  している の 確認できる。

   による確認の手間  ける。

  い し分 リアルタイ に  するのは か た。

 タイミン を合  な と 、シス  で確認できるた 。

   状況は  で確認をすること ベスト と う 、それ いつ できる けではな
いので、避難者からの要望を に  できる  状況データ あるととて 効率的 

と う。

 に有 と  た 目を えて   い。設 

 他避難所の状況を比較して、データを とに  すること できる。
  避難所の  物資  目で確認できる。

  に  の情報を確認できるとこ 。

  い し分 リアルタイ に  するのは か た。プ シュでの支援物資な 

  のように   れるのか、また物資  調 シス  との連携な は に

な た。
  足している物資が一目で かるので、配分 画立案に役立つ。

  による状況確認の運用と比較して、シス  情報で  状

況 確認できます 、業務を  る上で有 ですか。
設 

   

   

  

  

そう う

  らかといえ そう う

  らかといえ そう  ない

そう  ない

   
   

  

  

そう う

  らかといえ そう う

  らかといえ そう  ない

そう  ない

理 を記載   い。（  ）
設 

 う思う、ど  かとい   う思う  
   的に見やす 、 しい操作説明 な て  で 利用できる

た 、 ーダー  ートの見方（物資の過  を  する基準）  し分かりに
 いと  ました

  能や操作方法は、し ら   て  に操作できるようにな た

  になる場所をクリ クしたら    てきた

     な 、 かりやすい（よ 整理 れていた）

   な  や い回しな  ないた   的に  操作 できた
 クリ ク けで情報  開してい ので操作しやすか た。

     な操作は必要 なか た（操作方法   にシンプル）

 他の避難所の状況 確認できた

 物資の 数   フ化 れており 目で確認できた

 必要な物資や備 物資は、行政によ て うこと の対応の検討 必要 と 
 た。

改善 
 避難所運営 で要望物資を 定入 しな て よい設定に えられれ 、なお

受け取り ス ーズ と いました

   を表 するとより分かりやすい

設 
物資状況  について、  的に  を操作できましたか。

   

   

  

  

そう う   らかといえ そう う

  らかといえ そう  ない そう  ない
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94%の方が災害時に避難所 PoC システムを利用したいかについて「そう思

う」・「どちらかといえばそう思う」と回答した。効率化や負担軽減に期待がある

⼀方で、関連する業務システムとの連携による実務の軽減を期待する意見があが

った。 

 

図表 2.2-17 避難所運営者及び災害対策本部職員における避難所 PoC システムの 効性③ 

（第 2回） 

システムを利用する上で心配な事項として、停電時の運用方法、ネットワーク

の継続的利用、既存の他システムとの連携や、避難者（特に高齢者） への配慮、

アプリの普及などが懸念事項としてあがった。 

 

図表 2.2-18 避難所運営者及び災害対策本部職員における避難所 PoC システム利用時の    

（第 2回） 

災害時に本日 用したシス  を利用したいと いますか。
設 

理 を記載   い。（  ）
設 

 う思う、ど  かとい   う思う  
 災害対策本部 務 として情報集約の効率化   できるた 。

 避難所受付等の  化による  化。
 避難者の負  軽減 れるから。

 避難所入所者登 状況や  状況等、  管理に有 であるた 。

 避難所 の入所時間の  。避難所での 活における連 手   か た。 に

必要な方 必要な情報を けること できると  た。

   的に操作  能、  体  の ン ナンス  要。
 避難者情報の  、集計に有 であると  たた 。

 業務の効率化   できる。

改善 
 市に合  て 調整 必要であることと、 入には 政的な課題 あるた 。

 市   災職員としては本シス    に 様 なシス       れており、

入 し報告するというような  する性  あるた 、システム連携するなど実務軽

減されると いと  る。
  の  情報シス  、物資調 ・  調整等支援シス  、

県の災害情報管理シス  、 の  シス  、

 災行政  シス  な 

 連 通 で  を受けた のについて、対応    たら  にできる 能 あると

 い。
 避難者情報の  のデータ    にしかならない  、実 の避難所での市民対

応時に  する 能性 ある。  入の場合は  データ  体表からみられるシ

ス  である方 望ましいと  た。

   

   

  

  

そう う   らかといえ そう う

  らかといえ そう  ない そう  ない

シス  を利用する上で、  な  あれ ご回答  い。（ 意）設 

システム運用お び体 と 用に関する  事項
 デジタル 者 の対策。

   の方等の操作性、避難所における共 。
 アプリの 前 入  れ け れるか、マイナンバーカードの  度。

 スマートフ ンを  ていない  者の方  えて るなかで、 し  るタ   トの は  体に  り ある。

 市民等に 時からアプリをインストールして らい、登 を ま てお こと。

 県民に普及していなけれ 効果   できない。

   職員 の研  毎 必要になる

 （物資  登 な ）現 実施していない業務 デジタル化で必要になると、避難所運営 の負   となる 能性 ある。

 通 の 続性と  の確保。
 マイナンバーカードの利用   。PC の でなく、スマートフ ン タ レ トでも利用できると  時にも 用できると  た。

 災害時のシス    の  トと、災害時にシス   確実に  するか うか。 （  、回 等）

 インター  ト  （ク  ド  ）   するような  （  地域）で 、避難所ごとにスタンドアロンとして 能して、

  ト    時には やかに連 できるようにして しい。

   避難者の集計方法（避難者数としてカ ントするか か）な 、  体による運用を統 できるか。
  入に る ンニン  スト。

 市での 入の場合は  データ  体表からみられるシス  である方 望ましい。

     災の物資シス  やシス    のシス  、  体  のシス  と  する部分 あるので、統 化するか連携 能にして しい。
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最後に、避難所運営者及び災害対策本部職員における避難所 PoC システムに対

する総合点は、17 名中 15 名の方が 60 点以上と回答した。2 名の方が総合点

20~60 点と回答した。 

 

図表 2.2-19 避難所運営者及び災害対策本部職員における避難所 PoC システムの総合  

（第 2回） 

 

④ グループディスカッション結果 

避難者グループ討議 

討議テーマ： 

・避難者カードを使用する現状業務と比較して、アプリ、マイナンバーカード、 

マイナカード搭載スマホを利用した入所手続きは効率化できたと感じたか。 

・アプリを使用した際、特に違和感なく簡単に操作できたか。 

・入所、物資受取り、定例報告など、避難所生活が安心できるものになるために

アプリで実現して欲しい点、改善ポイントや気づいた点はあるか。 

 

「入所手続きの簡単さ」、「マイナンバーカードと連携することで薬剤情報を自

分のスマートフォンで確認できるのが良い」などの意見があがった。 

  

本日 用した避難者アプリの 合 

を えて   い。（5    ）
設 

回答理 を えて   い。
設 

80 100 の  
 実 により、 合的に効率的な避難所運営及び災害対策本部運営   できるた 。

 操作性等   かつ有意 。
 避難所運営のデジタル化による  化を  しており、 能的に有 な の  いた 。

 入・退所時間の  や避難者との連  ールとしては  。

 避難者情報の  と集計という 要な業務   災時に後回しに れやすい業務の 部を避難者に   るこ

と できるた 。

 避難者情報を  的に  でき、県からの支援の効率化につな ると う。

60 80 の  
  用しやすか た、県のシス  と連携 れれ なお い。
   時から活用できる 能やインフ    時の考  必要。

   報告書の作成や災害対策本部 の要 な は  化できる。

20 60 の  
 災害時の  した状況の で  ように運用できるか    る。

 報告  の  や連 通  確認とりやすい状況 望ましい。

 マイナンバーもスマホを  合  ていない避難者が避難者カードを記入した 、タ レ トで   するのではな

く、カ ラを 動し  を   る  などでも と  的に  できる うになれ  いと  た。

改善 ・  
 避難者  や  報告書  等、避難所を  した後、保存できる 能 あると い。
 避難所となる施設の  に 存した   ンや 認証  の 備 前提とな ており、その について、  の

  の 能性を踏まえると、  体によ ては、 入の ードル  いのではないかと う。

 既にある他の 様 能アプリとの連携（または住み分け）  体で 入する の経 負  題。

 物資の登 や調整については し難ありかと  た。
    ードをスマホで み取り、   で必要な情報を、それ れのス ースで入 するようにした う 、結果的に受け

付け 体はス ーズに行えるのではないかと  た、  での運用 必要に うので、 用 できれ  よし。

（ ）

避難所運営経験 

 
 

   

 

 

  
 

 

 

 

 

 

  

                              

避難所運営の経験有 と 

合  の分 

ある ない
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図表 2.2-20 避難者におけるグループ討議で が た主な意 ①（第 2回） 

 

図表 2.2-21 避難者におけるグループ討議で が た主な意 ②（第 2回） 

  

   /  情報（マイナ ータル）

   情報 すでにアプリに入 ているので、  に見 る けで 察   られてよか た。

   に の  を かれて  を  でいるか  てこない マイナ ータル あれ   からこれ  でいる です  と

   からアドバイスを れるの  い。

  分  は を まないのでな と  えま   、データであると、記 やお すり手  りに える必要 ないの  いと いました。

 カードに て入 ているので見やす て いと いました。

  災地では、マイナンバーカード あることで、  見れるのは いと いました。

普 は 分の   かは えていないのであると便利 と いました。

 LINEミニアプリ

     は普  い れてるアプリなので、 たにアプリをインストールしなくて便利  た。

 アプリで普   ない のは削 してしまう。 い方  れてしまうた 、 い れているアプリ（LINE） からこそ える。

 その他

     な で い い なサービス あるように、 い分けれ  いと う。

・運営・他

 入所

 入所      たこと   時 と い時間 つこと できない   い。

 その他

 行政の方は報告業務  になる。

 スマホの    れる  あるので、カードを  て入所 できるの よいと  た。

 アプリ と場所を   入  できる   と  情報  れてしまうと  た その アプリはそう  なか た。

 か た 

・シス  

 入所

  に比べてス ーズに手続き できた。

 入所後の情報登   まら に入 できた

  の入所では記入 れや書きに   あり、 り しやり取りをするの 手間  た。

  前に  情報を登 しておけるのは入所の時に便利と  た。

 今は  を書     ないのでデジタルの方    た。

 災害時はま スマホ けは   くと思う マイナンバー搭載スマホが るのは いと  た。

   時に登 しておけ す に入所できてス ーズ  た。アナロ と比べれ 確実に にな たと  た。

 スマホアプリでの入所は 確な情報を えること できるのでよか たと いました。また、  式の    たので操作 しやす   できました。

 アプリ と 前に登  できて、提 する けというの 避難所の  した状 で  確に情報を えること できると いました。

（アプリの方   的に入 できると いました）

 避難者情報（  状況、物資  ）

  立した分 避難者には、物資を避難 まで けてくれる調 ができる うになるのは かると  た。

  置情報を登 することで物資支 の支援に がるのが い。（登 する けでな 、   と支援に  るとよい。）

 記  り と通 と 式   合 していない  あるので、 かい部分  確に  るの   性  いと いました。

 定 報告

 シンプルで いやす 、  て  て   的に操作 できた。

 か た 

・シス  

 入所

 マイナンバーカードで入所は ターン   、  ての場合スタ フに手  て ら ないと難しいと  た。

 避難者情報（  状況、物資  ）

  表者のスマホは登 できる 、  者の     記入できないので    れているときに連  難しい。

 連 通 

  き しやお  等の提 の連 は、いつ・ こで・なにを明記して しい。

   の状 によ て通 の有  あるた 、他の方 通 を受け取 ていると  になる。

 その他

   で登 するのか、  で登 するのか場合によ て し しある 、  で つにまとま てまとま てしか登   ない 便   し  た。
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避難者アプリに対する主な改善要望としては以下の点があがった。 

・提供される情報種類の多様化、詳細化して欲しい。 

（障害者・外国人への情報提供配慮、避難所の状況（混雑状況の数値化）、 

周辺店舗の営業状況、ペットに関する情報等） 

・避難所が開設したら住民へ通知して欲しい。 

 

図表 2.2-22 避難者におけるグループ討議で が た主な意 ③（第 2回） 

 

図表 2.2-23 避難者におけるグループ討議で が た主な意 ④（第 2回） 

  

改善要 

・シス  

 入所

  認証は便利  、 に職員  り  てないと運用できないと  た。

  認証は入所は   、そのあとの記入 目   、  りの登 作業は  。

 災害時に  ても いたい情報は自分ではなく、 人の  も報告できる うなことができれ  い。

 ） 所の  者  の  確認等。

   登 の 、 目を入れた後に「 （ る）」を すの 登 できた  な 、 かり らか たた 「 定」な の タン   た う  い。

 避難所連 

 お  の通 で 避難者  らして時間をアナ ンスすると、  時間 減ると  た。

 定 報告

 体調  の   より えられると い。

   /  情報（マイナ ータル）

   情報は 分 けでな 、  の情報 連携していると い。

    でいた な は えていないので、そのあたりの情報  かると いと いました。操作は   と いました。

 物 報告

   を らう 、避難者    かりに いと  た。アプリ で目 つように表 して しいと  た。

 連 通 

 スマホに連 通 を る けでな 、 の     のように情報を して れると情報 行き りやすいと う。

 避難所 開設したら住民 通 をして しい。

改善要 

・シス  

 LINEミニアプリ

 LINEアプリは で   ているので いやすいと う 、 の避難所   いるかまで ること できると いと いました。

 その他

 避難所 開設したことをお ら して れる 能  しい。

  体的収 率の ー ン ージ（数 ）で して しい。 （今の   より う し  に み 合  りたい）

 物資  のた の整理    能  しい。

   ル  アレル ー対応 が に足 ないと思うので、 うい たものの    を ることができた  いと いました。

   者や   向けの情報は  と  な の 必要 と いました。

  え 、   必要、 ミルク 必要な   するとこ  あるな 。

 アプリに様 な 能 まとま ているので利用しやすいと いました 、 物   にいる のとしては  のような の あると いと いました。

・  トの  や  ト用 な の情報を ること できる の

・ 物の避難所の受け入れ ないので、  トホ ルな の受け入れ場所な の情報を ること できる の

・  トの  や  ト用 な の情報を ること できる の

・サービス提 

    、 ンデ ある方に   したサービス提  必要。

  え    こえない には の  で  を ら る。

     い者には  度によ て   き なる、バイ  ーター等の 能等。

 マイナンバー連携をすることで体調  などの  は いが、 人情報（  等）が 人に出ない うな   が 要。
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討議テーマ： 

・避難所や災害の情報を確認する際に、既存のプロダクトやサービスによる外部 

アプリを参照いただいた。必要な情報を、アプリを切り替えながら取得するこ

とは有用だと感じたか。 

・他に、公開して欲しい情報はあるか。 

 

１つのサービスで必要な情報全てを網羅することは難しく、併用する事に対し

て⼀定の賛同を得られたものの、プロダクトやサービスを併用しながら避難を行

うことについて、スマートフォンアプリに不慣れな方を心配する声があがった。 

 

図表 2.2-24 避難者におけるグループ討議で が た主な意 ⑤（第 2回） 

 

  

 か た 

・ 数のアプリを うことについて

 自治体が  してくれる ー ス１つで全ての情報が れる うになるのは   と思うので、 用することは いと いました。

 より  の情報 あること 体は いと います。

 スー ーや ンビニな のお   いているかの情報 みれると い。

・ 数のアプリを うことについて

 スマホに れている は い分け できる 、 れてない は難しいので つにまとま ていた方  い。

 か た 

・ 数のアプリを うことについて

 アプリを  時から周   ること  要と  た  数計と連   る、登 で イント付 な 、ダ ンロードを す、

日 から   るような   必要。

・ 開 れて しい情報について

 アプリ で 、既存サービスのように災害 ベルや 害状況な の情報を して しい。

 避難所に行 までの交通情報を る 能  しい。

   ト  の方向けの情報   と取りたい。

 周辺の  情報 見れると いと いました。

     した場合は 確な情報 見れるのか  に  ました。

改善 
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避難所運営者グループ討議 

討議テーマ： 

・紙で報告書を作成する現状業務と比較して効率化できたと感じたか。 

・アプリを使用した際、特に違和感なく簡単に操作できたか。 

・避難者からの直接連絡を受ける現状業務と比較して効率化できたと感じたか。 

・アプリを使用した際、特に違和感なく簡単に操作できたか。 

・避難所業務の効率化や負荷軽減に向けて改善ポイントや気づいた点はあるか。 

 

「システムを利用することで、手集計・手作業が自動化され連絡・報告の時間

短縮できた」、「フィルタリングにより体調不良者の把握ができる」などの意見が

多くあがった。 

 

図表 2.2-25 避難所運営者におけるグループ討議で が た主な意 ①（第 2回） 

 

  

 連 通 

 通  能で れた避難者と  やりとりできるようにな ていたのは  に か た。

 その他

 アプリ 体的に操作     た。

 マイナンバーカード 保 証利用 できる様になり、  情報 入手できる様にな た。

保  等 その情報を  て活 しやす な ているので有用性を  ている。

 前回の実証実験より   しており有用性を  ている。

 マイナンバーカードの ス ードを れた で  認証で認 できるのは いと  た。

 か た 

・シス  

 入所

 マイナンバーを  た入所は有用性 あると  た。

 避難者情報（  状況、物資  ）

 効率化できたと  た。     にな 操作できた。

 定 報告

 手書きに比べると にな たと  た。

   的に業務 軽減化 れたと う。

 分 避難者の場所も  上で かるので か たと う。

 アプリ上での 手な い回し あまりな 、  的に操作できた部分  きか た。

  な操作はないので、 災 当  の職員で  かり、 のような職員    れて 操作できる   と  た。

 効率化は  できたと  た。

 報告書の作成は手書きよりかは  効率的に  できると  た。 手書き と合計の 数を すの 手間 かかる 方、アプリでは  別や

体調  者とかの情報のすみ分け   に   できていたので効率よ できていたと  た。

   の報告は、避難者 の登 操作に  て  できているとこ が  て い。

アプリの方    書けるし、書き れ、情報の け な て い。

リアルタイ なので連 の行 たり たり ない。  的に えた。

 アナロ  と「ここ う書け いいですか 」と い合   ある。デジタル とそれ ない。 い合  対応に時間を取られない。

 体調  者のみフ ルタリン して見られるのはとて よか た。
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主な改善要望としては以下の点があがった。 

・報告書などの入力完了操作に関する要望 

（登録ボタン、確認ウィンドウ、訂正機能等が欲しい。） 

・避難者との双方向での連携 要望を受け付けた等の返信機能が欲しい。 

・関連システムと連携（重複登録などの回避）を検討して欲しい。 

  

実際の運用時における市町職員（民生員・自治会員等含む）の役割など、運用

規則も含む要望もあがった。 

 

図表 2.2-26 避難所運営者におけるグループ討議で が た主な意 ②（第 2回） 

 

  

・運営・他

 入所

  認証は   てる 象 あ た。  時なので状 によ ては を見 た ない  いそう。

 定 報告

 報告書の作成、 ール 、プ ビュー   ない。  れているのか うか   。

 フ ルター ジ ンル分けできると い    、 ロナ、 しい 染 、 ロ イルス、な 、時 的 性に合  て えられるよう  性、  性 

あるとより いのではないか

 物 報告

 物資  の  のとこ で、避難者の 前と した物資の    て る 見に いと  た。 え 避難者の 前 あ て、その に  ・ 等

の物資 目   でいて、１、１、１と した数  表  れていると見やすい。

 連 通 

   が  プア プで出てくるといいと  た。

 避難者の報告に対して 運営者の既 状況  かるといいと  た。

 災対本部から た ール  とかしないの  にな た。避難者 の連 はアプリを  ていれ  り、アプリを開いている・開いたままでいると らな

いという説明  た。お   が た  る方が いの 改善 。

  当 の ールを開いてしま た時のた に ールの  設定 できると い。    を見たのか からない。実 の ール   の らいかは分から

ない 、入り れた時に  する 能性 ある。

 その他

 地図に検  能 あるとよいと  た。

   体として災害  きた時に  な情報  しいかというと、 こで の 害  きているのかの情報と、広域避難 れた時に   こに避難 れ

たかの情報。 能なら避難者 登 した情報を地図にプロ トして、 の地域から避難してきたのかとい た情報から、その地域  害  きいと か

る様な 能 あると い。

 物資の受け取りについて、  か  前に しい のを避難者アプリで登 しているた 、

 バイルオーダーのようにマイナンバーカードをタ  したら しい の 運営者アプリに表  れていると いのではないか。

改善要 

・シス  

 入所

 マイナンバーカードもスマートフ ンも  ていない人に避難者カードを記入しても い、 れを運営者がタ レ トに入力するする れが  しいと  た。

避難者にタ   トを して  入 して らうか、タ レ トのカ ラ  で避難者カードを    、   こしして情報をシステムに自動入力でき

れ  いと  た。

 マイナンバーカード・スマートフ ンありきにな ている 、   た に た   体認証でその  と かり、  情報とか かるシス    い。

また回 や   あ ての なのでその を 化する必要 あるのではと  た。

 避難者情報（  状況、物資  ）

 避難者  のとこ に体調  としか てこないと、 の らい  性 あるのか からない。  度や  度な   かるとよい。

 効率化できたと  た。避難者 入 して れて運営者 としては  に   た 、避難者 実 に操作できるかというとサ ートして れる  

いない状況 と うなのかと  た。避難者   に入 して れるとして 、 え   入 できるとか   あれ 避難者 入 しやすいと  た。

 避難所の運営者 としてはとて  いやす 効率化できていると う 、   操作  からないとか こを見たら いのか からないとい た場合の

た に、    能 ついていると、 かり  操作できると う。

    の書き し とデータ加 の手間 ある。    アプリ上で   と   ベルの情報にアク スできると便利。

 配 物資の登 について、（ 関連システムと）  登 にな ない うにできると い。
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討議テーマ： 

・今回、LINE ミニアプリとして避難者アプリを提供した。アプリケーションプ 

ラットフォームを用いたサービス提供方法について、意見が欲しい。（住民に対 

してアプリを案内する際、ネイティブアプリと LINE ミニアプリ、どちらが案 

内しやすいか等） 

 

今回の実証実験で避難者に利用頂いた「LINE 連携（ミニアプリとして避難者

アプリを提供）」について、避難所運営者は肯定的な意見が多い中、普段利用して

いない方への対応を懸念される声があがった。 

 

図表 2.2-27 避難所運営者におけるグループ討議で が た主な意 ③（第 2回） 

 

 

  

 か た 

・LINEミニアプリでの提 について

  くの人が利用し すくなると感 た 

  分  うのであれ  い れたLINEの方  いと  た。

・LINEミニアプリでの提 について

   らかと え LINEミニアプリ   しやすい。普  い れているLINEであり、 イ   アプリより開 回数   、

  者でLINEを  ている    、活用しやすい。

 しミニアプリの の まで  者の方  こまで う  できるのか  に うとこ はある。

 LINEを普   ている はLINEミニアプリの方  いやすいと う 、    を  ていない人は イテ  アプリの方が 間業者ではなく

   関が  しているので安心できるのではと う。

アプリインストールに  を  ている はスマホをあまり  ていないので、５～1  後には状況   るのではと う。

     LINEを い れているのであれ LINEミニアプリの方  いのではと う。

  える  を  ている方には有用 と う。  者や要支援者の方は えないので のように情報をとるのか になる。

ご意 （   など）
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討議テーマ： 

・避難所や災害の情報を確認する際に、既存のプロダクトやサービスによる外部 

アプリを使用し、必要な情報を、アプリを切り替えながら取得することは有用 

だと感じたか。自治体として、意見を聞かせて欲しい。 

 

今回の実証実験で避難者に利用頂いた「スマぴこ（音声案内）」、「ツナガル＋

（避難所情報提供）」、「cmap（ハザードマップ・避難所開設状況確認）」につい

て、避難所運営者から、既存のプロダクトやサービスを併用しながら避難を行う

ことについて、「普段からの普及啓発が必要になってくる」、「各アプリに関する問

合せが市町に集中する事への不安がある」などの意見があがった。 

 

図表 2.2-28 避難所運営者におけるグループ討議で が た主な意 ④（第 2回） 

 

 

  

 か た 

・ 数のアプリを うことについて

  用 と感 てお 、現 も  している。

・ 数のアプリを うことについて

   体ごとに らつき  るから、  でや て れた方 県として あり たい。アプリは統  れていた方 いい。

 アプリは  ない方  い。避難所とい たらこのアプリ とした方  いと  た。

 か た 

・ 数のアプリを うことについて

 利用 能ごとにアプリを い分けるのは いに いと うので、  的にはまとま て しい。

 有用性は  ており、あら る手  あれ ベスト と う 、各 業が作 たアプリの 合 が   に集中しなけれ いいなと感 ている。

 アプリ 体は有用性あると  ている 、  体として   けにこの時はこのアプリを うとい た普及  が 要にな てくると  た。

ご意 （   など）
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災害対策本部職員グループ討議 

討議テーマ： 

・紙、ＦＡＸの報告書を使用する現状業務と比較して効率化できたと感じたか。 

・アプリを使用した際、特に違和感なく簡単に操作できたか。 

・避難所業務の効率化や負荷軽減に向けて改善ポイントや気づいた点はあるか。 

 

「避難者を含めて今回のシステムを利用することで状況把握しやすくなり、人

員、物資配布計画の根拠付けにも役立った」との評価があった。⼀方、「自治会等

の関係者が使えるか心配」との意見があがった。 

 

図表 2.2-29 災害対策本部職員におけるグループ討議で が た主な意 ①（第 2回） 

 

 

 か た 

・シス  

 状況  （ダ シュ ード）

 避難所運営者 入 した情報を  的にリアルタイ で  すること でき、避難所での対応状況を見る（ る）こと できるようにな た。

 他市  の応援要 、 員  、および からの物資  について、    、  計 を てる必要 ある 、ダ シュボードの情報か 

適切な 画を立てることができるようにな た。（計   の   明確）

 物資状況分  見れるの 分かりやすか た。

 応援要 の 、避難者に対しての運営者 数 分かり、  数の    能にな た。

 定 報告

 シス  化 れると、避難所からの報告をE  EL入 する必要 な 、そのまま県に報告 できる。

     での連  シス  化により連 時間   に  、効率化 図れた

 避難者   入所者登 、状況報告（体調、必要 ）を入 することで、職員の負  軽減 れた。

 に 立した分 避難者の 置情報入力は画 的で  た。

 避難所運営者の報告で過 データを参 できるのは便利。

 その他

 シス  としては今 らいシンプルな 能にして しい。

 か た 

・シス  

 その他

     の り み条件 保存 れないた 、  別  にい と 度  しないといけないの  便  た。

・運営・他

 その他

 避難所運営は実 は自治 が るため、システムを いこなすことができ 、 の職員しか  なくな 、 の職員の負担が きくなるのではないか。
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主な改善要望としては以下の点があがった。 

・孤立した分散避難者への効率的な対応手段を検討して欲しい。 

・関連システムとの連携（重複操作の回避）、自治体間を統⼀して欲しい。 

・操作性を向上（操作取消操作、プルダウン候補の表示順の改善、通知、未読の 

表示改善等）して欲しい。 

 

図表 2.2-30 災害対策本部職員におけるグループ討議で が た主な意 ②（第 2回） 

 

  

・運営・他

 その他

 避難者の  の  確保 難しいのではないか。避難所 の    備   でいない。

 避難所開設について、 害時は指定  避難場所と指定避難所 あり、運用  なるので、シス  上でその 分け できるようにする必要 

あるのではないか。

改善要 

・シス  

 避難者情報（  状況、物資  ）

 避難者の  情報を確認するた に クス ートしないと確認できないのは分かりに い。

  立避難者の情報を 災害対策本部で 度 認し、  連 をとるのは の負担が きくな す て現実的に難しい。

効率的に対応できる手   しい。

 避難所連 

     で、 び順をカスタマイズできるようにして しい。

 分 避難者 １つの避難所としてみな れている、避難所と   ベル（ 様のカ  リ）であるのは    ある。  体職員  の方 

運営者になる場合 あるので、シス  上で  情報を  （ 開）できることになる。

 連 通 

 連 通 で間  て確認  タンを した場合、取 し   れ よい。

 連 通 できた応援要 や対応 必要な作業  数の 当者 いる場合、対応   したか 分からないた 、要 な の 分（プルダ ン）

を作 て対応   したか分かるようにして しい。

 フ ルダ分けの 能  しい。 ールと比較しての リ ト 分からなか た。

 定 報告

 県 の報告は避難所ごとではな まと てできた う よい。   での報告書   まと てできた う よい。

 状況  （ダ シュ ード・連 通 ）

 ダ シュ ード他、背    ーに対して  ートの      的に見に い。また  について既 、  の   とか分かり  して しい。

 その他

   避難者を   で  しした  情報   れたタイミン   かるようにして しい。  プア プ 能等 あれ よい。

 システムを ・ ・   で 一する うにして しい 現  入されている のシステム 内  の物資  システムと連携できる うにして しい。
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討議テーマ： 

・避難所や災害の情報を確認する際に、既存のプロダクトやサービスによる外部 

アプリを参照することで、必要な情報を、アプリを切り替えながら取得するこ

とは有用だと感じたか。 

 

図表 2.2-31 災害対策本部職員におけるグループ討議で が た主な意 ③（第 2回） 

 

 

討議テーマ： 

・⼀部の避難所では LINE ミニアプリとして避難者アプリを提供したが、アプリ

ケーションプラットフォームを用いたサービス提供方法について有用だとかん

じたか。 

 

図表 2.2-32 災害対策本部職員におけるグループ討議で が た主な意 ④（第 2回） 

 

  

・LINEミニアプリでの提 について

 LINEの方       ており（普及している）操作  れているので（ イ   アプリより ） いと う。

 か た 
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2.2.4 第 2回実証実験で得られた改善要望と今後の対応 

第 2 回実証実験で得られた改善要望のうち、避難者支援業務の更なる効率化に

寄与する改善事項について、避難所 PoC システムへの反映を検討する。 

 

図表 2.2-33 避難所 PoC システムで対応検討する改善要  

◆受付 Web システム・災害対策本部職員・運営者向けシステム 

# システム／画面分類 ご意見 

1 受付 Web システム全体 

マイナンバーカードもスマートフォンも持っていない人に避

難者カードを記入してもらい、それを運営者がタブレットに

入力する流れが煩わしいと感じた。避難者にタブレットを渡

して直接入力してもらうか、タブレットのカメラ機能で避難

者カードを読み取り、文字起こしして情報をシステムに自動

入力できれば良いと思った。 

2 
災害対策本部職員・運営者

向けシステム全体 

避難所の運営者側としてはとても使いやすく効率化できてい

ると思うが、万が⼀操作がわからないとかどこを見たら良い

のかわからないといった場合のために、Q＆A 機能がついて

いると、わかり易く操作できると思う。 

3 
災害対策本部職員・運営者

向けシステム全体 

分散避難者が１つの避難所としてみなされている、避難所と

同じレベル（同様のカテゴリ）であるのは違和感がある。自

治体職員以外の方が運営者になる場合があるので、システム

上で個人情報を閲覧（公開）できることになる。 

4 連絡通知 
連絡通知を受信した際、画面上にポップアップでお知らせが

出てくるといいと思った。 

5 連絡通知 
避難者の報告に対しても運営者の既読状況がわかるといいと

思った。 

6 連絡通知 
連絡通知で間違って確認済ボタンを押した場合、取消しが出

来ればよい。 

7 連絡通知 

連絡通知できた応援要請や対応が必要な作業が複数の担当者

がいる場合、対応が完了したかが分からないため、要請など

の区分（プルダウン）を作って対応が完了したか分かるよう

にして欲しい。 

8 連絡通知 
フォルダ分けの機能が欲しい。メールと比較してのメリット

が分からなかった。 
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# システム／画面分類 ご意見 

9 避難者名簿 

・避難者の詳細を把握するために、エクスポートではなく画

面で確認できるようにして欲しい。 

・csv ファイルのエクスポートだとデータ加工の手間がある。 

web アプリ上で csv ファイルと同じレベルの情報にアクセス

できると便利。 

10 避難者名簿 

孤立避難者の情報を市災害対策本部で都度確認し、直接連絡

をとるのは市の負担が大きくなりすぎて現実的に難しい。効

率的な仕組みが求められる。 

11 避難者名簿 

フィルターがジャンル分けできると良い 放射線、コロナ、新

しい感染症、ノロウイルス、など、時期的特性に合わせて変

えられるよう拡張性、柔軟性があるとより良いのではない

か。 

12 避難者名簿 

在宅避難者を csv ファイルに出力した際、情報更新されたタ

イミングがわかるようにして欲しい。ポップアップ機能等が

あればよい。 

13 地図分析 

自治体として災害が起きた時にどんな情報が欲しいかという

と、どこで何の被害が起きているのかの情報と、広域避難さ

れた時に誰がどこに避難されたかの情報。可能なら避難者が

登録した情報を地図にプロットして、どの地域から避難して

きたのかといった情報から、その地域の被害が大きいとわか

る様な機能があると良い。 

14 ダッシュボード 

ダッシュボード他、背面がグレーに対してチャートの色が薄

く視覚的に見にくい。また文字について既読、未読の色も赤

とか分かり易くして欲しい。 

15 ダッシュボード 

表示して欲しい情報項目 

 ・避難者の増減率、従事職員の数 

 ・避難者の年齢構成、要支援者の有無等（グラフ化） 

 ・健康状態、要支援者の状況 

 ・救護所への派遣情報 

16 在庫状況分析 
避難者からの要望を集計した情報と、在庫状況（手配が必要

なものが何か）が分かると良い。 

17 その他 
PC 版のみでなく、スマートフォンやタブレットでも利用でき

ると停電時にも活用できると感じた。 



69 

# システム／画面分類 ご意見 

18 その他 

インターネット環境（クラウド環境）が停止するような環境

（孤立地域）でも、避難所ごとにスタンドアロンとして機能

して、ネット環境復旧時には速やかに連接できるようにして

欲しい。 

19 その他 

システムを国・県・市区町村で統⼀するようにして欲しい。 

現在導入されている県のシステムや内閣府の物資状況システ

ムとの連携ができるようにして欲しい。 

 

 

◆避難者向けアプリ 

# 画面分類 ご意見 

1 アプリ全体 
避難者が個々に入力する際、例えば音声入力できるとか工夫

があれば避難者が入力しやすいと思った。 

2 アプリ全体 
避難者番号をアプリ内で目立つように表示して欲しいと感じ

た。 

3 避難所対処情報 

お風呂の開設等のイベント通知において、各避難者へずらし

て時間をアナウンスするような機能があると、待ち時間が減

り避難者の負担は減ると思う。 

4 避難所対処情報 
スマホに連絡通知を送るだけでなく、駅の電光掲示板のよう

情報表示板があると情報が行き渡りやすいと思う。 

5 避難所対処情報 避難所が開設したら住民へ通知をして欲しい。 

6 定期報告 体調不良の詳細がより伝えられると良い。 

7 地図 
具体的収容率をパーセンテージ（数字）で出して欲しい。（今

の三段階よりもう少し詳細に混み具合が知りたい。） 

8 地図 避難所に行くまでの交通情報を知る機能が欲しい。 

9 その他 物資配布のための整理券配布機能が欲しい。 
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# 画面分類 ご意見 

10 その他 

平時からの利用促進につながる機能や情報提供内容 

 ・自宅付近の避難所を表示する機能 

 ・災害だけでなく近隣の些細な犯罪情報 

 ・災害情報詳細と具体的行動指針 

 ・防災に役立つ知識（防犯情報など）、災害豆知識を定期的

に配信する機能 

 ・個別に相談や問い合わせができる DM やチャット機能 

 ・平日に行政情報、買い物情報 

 ・万歩計のような健康志向のアプリで、歩数によってポイ

ント等の得点を貰える 

 ・天気予報・地震速報 等 
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3 想定災害における業務時間推計 

避難者支援業務のデジタル化を通じて、避難者、避難所運営者、災害対策本部職員

の業務負荷をどの程度軽減できるかを検証するため、実証実験の結果から得られた業

務の平均処理時間を用いて、災害が発生した場合を想定し、業務時間および削減効果

を推計した。 

 

3.1 推計手順 

推計手順は以下のとおりである。 

 

① 推計にあたって前提とする避難所の開設状況や避難者数の推移、報告書の作成頻

度を設定した。 

② 上段で設定した前提条件と、実証実験で計測した業務時間の平均値等を利用し

て、業務ごとに業務削減効果を推計した。なお、試算対象とする業務は、入所業

務・報告書作成業務・退所業務の 3 業務とした。 

③ 上段で推計した業務ごとの効果推計結果を集約した。 

 

図表 3.1-1 推  順のイ ージ 

 

  

      

推計にあた て前提とする避難

所の開設状況や避難者数の推

移、報告書の作成頻度を設定

業務ごとの効果推 

１で設定した前提条件と、実

証実験で計測した業務時間の

   等を利用して、業務ごと

に業務削減効果を推計

なお、試算対象とする業務は、

入所業務・報告書作成業務・

退所業務の3業務である。

試算結果の集約

２で推計した業務ごとの効果

推計結果を集約

1 2 3
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3.2 前提条件整理 

第 1 回実証実験と同様に、地震と火山噴火の発生を想定し、開設する避難所、

避難者数、避難者のマイナンバーカードの携行率等の前提条件を、以下のとおり

設定した。 

図表 3.2-1     の内容 
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3.2.1 開設する避難所と避難者数の推移 

発災直後に 133 箇所の避難所を開設し、6 日目（火山噴火の翌日）に最大避難

者数 128,814 名に到達する。その後、避難者は徐々に避難所から退所を行い、災

害発生から 1 か月後に避難所の統廃合により避難所を段階的に閉鎖、5 か月目で

すべての避難所を閉鎖することを前提として試算した。なお、避難所と避難者の

推移については、平成 28 年熊本震災における避難所数・避難者数の推移を参考

とした。 

 

図表 3.2-2   する避難所と避難者 の推移のグラフ 
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3.2.2 報告頻度 

避難所運営者は、避難所開設から避難所閉鎖まで 3 時間に 1 回、避難所状況報

告書による報告を行い、避難所開設 3 日目以降は、これに加え 1 日 1 回、ラピッ

ドアセスメントによる報告も行うことを前提に推計した。 

また、市区町村の災害対策本部も、避難所からの報告を基に 3 時間に 1 回、県

の災害対策本部への報告を行うこととした。 

 

図表 3.2-3 報告頻度のイ ージ 
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3.2.3 推計対象とする業務と計測時間 

推計対象とする業務は、入所業務、報告書作成業務、退所業務を対象とした。

入所業務と退所業務は、避難者の入所及び退所時の書類への記入と、避難所運営

者による内容確認に生じる時間を実証実験にて計測した。報告書作成業務では、

報告に必要な集計などの情報収集と、報告書の記入に生じる時間を実証実験にて

計測した。 

計測した範囲は実際の業務の⼀部分であるため、現状業務の入所業務では、書

類作成・提出に要する時間に、「運営者が書類を受理するまでの業務時間」を加え

たほか、退所業務では、「運営者が書類探索や書類を受理するまでの業務時間」も

加えて推計した。 

 

図表 3.2-4 推 対象とする業務と 測時間 
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3.3 業務ごとの削減効果の推計 

3.3.1 入所業務 

前項の前提条件で算定した現状業務に加え、1 人の避難者が世帯の代表者とし

て 2 人分の入所登録を行うことを想定し、128,456 の避難者数を 2 で割って入力

対象となる避難者数を算定し、実証実験での作業時間の平均値を乗じて業務時間

を推定した。 

検証業務ではマイナンバーカードは個人、それ以外は世帯での登録を想定し、

実証実験での作業時間の平均値を乗じて、業務時間を推定した。 

入所業務については、デジタル化により 82.1%の削減効果を推計した。 

 

図表 3.3-1 入所業務の 測時間 
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3.3.2 報告書作成業務 

避難所ごとの報告回数と実証実験で計測した業務処理時間の平均値を乗じた

後、 避難者数に応じた傾斜率を乗じて推計した。 

 

図表 3.3-2 報告業務ごとの 測時間 
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報告業務のうち、避難所状況報告書の作成について、全避難所の業務量を積算

すると約 1,919 時間分(45.3%)の削減効果を推計した。 

 

図表 3.3-3 避難所  報告書の作成時間の推 値 

 

 

報告業務のうち、ラピッドアセスメントの作成について、全避難所の業務量を

積算すると約 912 時間分(81.4%)の削減効果を推計した。 

 

図表 3.3-4 ラピ ドア ス ントの作成時間推 値 
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報告業務のうち、避難所状況報告書（市災害対策本部→県災害対策本部）の作

成について、全市区町村の業務量を積算すると約 1,830 時間分(88.2%)の削減効

果を推計した。 

 

図表 3.3-5 避難所  報告書（ 災害対策本部→ 災害対策本部）の作成時間推 値 
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3.3.3 退所業務 

入所業務と同様に、1 人の避難者が世帯の代表者として 2 人分の退所登録を行

うことを想定し、前提条件で算定した避難者数を 2 で割って入力対象となる数を

算定し、実証実験での作業時間の平均値を乗じて、業務時間を推定した。 

検証業務ではマイナンバーカードは個人、それ以外は世帯での登録を想定し、

実証実験での作業時間の平均値を乗じて、業務時間を推定した。 

退所業務については、デジタル化により全体で 79.7％の削減効果を推計した。 

 

図表 3.3-6 退所業務の 測時間 
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3.4 試算結果の集約 

前述の避難者数を前提とし、実証実験と同等の避難者支援業務を行った場合、

全体で 71.8%程度の業務削減が可能という推計結果となった。 

 

図表 3.4-1 試算結果の集約 
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4 考察 

4.1 デジタル化による業務負荷軽減・効率化 

実証実験の目的として設定した「避難者における避難所入所時の手続きや、必

要物資や体調等の報告方法を、手書き FAX（写真）からデジタル化することで業

務の負荷軽減、効率化をどの程度実現できるか」という観点について、前述の推

計のとおり、入所業務では 82.1％、報告書作成業務・退所業務まで含めた全体で

は 71.8%の業務量削減が図られており、デジタル化によって、避難者支援業務の

業務負荷軽減・効率化を大幅に実現できると考える。 

 

図表 3.4-1 試算結果の集約（  ） 

 

今後の社会実装および更なる効率化に向けて必要な対応としては、自治体での

避難者アプリの住民への周知や、アプリへの世帯情報の事前登録の啓発活動が考

えられる。 

その他、約１割の「何も持たない人」に関しては、現状業務と同じ避難者カー

ドへの手書きによる入所や、避難所設置のタブレットへ自身の詳細情報を登録し

て入所する方法を用いたため、作業時間の削減量が低い結果となった。「何も持た

ない人」に対する作業の効率化を図ることも、全体の業務量の削減につながると

考える。 
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4.2 避難者支援業務の効率化（マイナンバーカード等の活用） 

実証実験の目的として設定した「マイナンバーカード、マイナンバーカード搭

載スマートフォン、交通系 IC カードを用いて、避難所受付や行政サービス管理

をすることで、避難者支援業務を効率化することができるか」という観点につい

て、今回の実証実験では「マイナンバーカードを活用した避難者支援業務の効率

化」の検証として、マイナンバーカードを用いた入所および、マイナンバーカー

ドより取得した４情報を用いて世帯情報の登録を実施した。交通系 IC カードに

関しては、カードのシリアル番号と入所受付用端末から登録した４情報を紐づけ

ることで、行政サービス利用時や退所時にカードをかざして登録できる仕組みを

構築した。また、2 回目の実証実験では、顔認証付き本人確認装置の利用（顔認

証本人確認）による入所登録および、事前登録しておくことでマイナンバーカー

ドの携行が不要となるマイナンバーカード搭載スマートフォンを用いた入所登録

を行っており、それらすべてのパターンにおいて、現状業務よりも作業時間が削

減されることが確認された。 

 

図表 4.2.-1 業務時間の削減効果（入所業務） 

 

 

マイナンバーカード、マイナンバーカード搭載スマートフォン、交通系 IC カ

ードを用いて、行政サービスの⼀環である物資の受け渡しの際に、いつだれに何

を渡したかを登録したことで、各避難所の備蓄品の在庫情報がリアルタイムに更

新され、システム上での確認が可能となった。これにより、配布状況管理や物資

支援が効率的に行えるようになった。 

さらに、避難所における医療支援の際にもマイナンバーカードの活用が有効で

あることが確認できた。体調不良等で巡回医による診察を受ける際に、マイナポ

ータルアプリにて各個人の医療情報（過去の診察履歴や薬剤の処方情報等）を参

照し、医師に情報を開示することで、お薬手帳や常用薬を携行していない場合で

も正確な情報を伝えることができた。実証実験に参画した医師からも、診察時の
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症状だけでなく、それ以前の既往歴や処方履歴を参照できることで、よりスムー

ズに適切な診断、処方を検討でき、大変有益であるというコメントがあった。 

マイナンバーカードを用いた個人情報の利用に関しては、大変便利で活用して

きたいという意見がある⼀方で、⼀部の被験者からは個人情報の漏洩などセキュ

リティ面を危惧する声があがった。避難者アプリでは、個人情報の利用に関する

同意のチェックボックスを実装したが、利用者の不安を払拭するための工夫が必

要と考える。 

 

4.3 県および市の災害対策本部における情報集約、情報確認の効率化 

実証実験の目的として設定した「災害対策本部において、避難者及び避難所運

営者よりタイムリーに情報を集約することで、報告業務の負荷軽減及び、効率化

することができるか。集約された情報を用いて、意思決定に役立てることができ

るか」という観点について、前述の推計のとおり、報告書作成業務の業務削減量

を合算したところ、62.7%の業務量削減が図られており、デジタル化によって業

務負荷軽減・効率化を大幅に実現できると考える。 

災害時における物資支援や要員派遣などの意思決定には、根拠となる様々な情

報が必要だが、その情報の鮮度が高く、より正確であることは、最適な支援を実

現するために必要不可欠である。本実証実験に向けて作成した避難所 PoC システ

ムを利用することで、避難者が個人のスマートフォンから登録した情報や、避難

所運営者・市災害対策本部が登録した情報は、避難所で配布した物資情報も含め

て自動的に集約され、ダッシュボード画面などでリアルタイムに確認できるよう

になった。県災害対策本部による広域災害対応のために必要な情報収集という観

点においても、タイムリーに正確な情報を収集し、スピーディーに集約・共有・

意思決定を図ることができると考える。 

 

4.4 住民に馴染みのあるアプリを用いた避難者支援による普及性・利便性向上 

実証実験の目的として設定した「住民に馴染みのあるアプリを用いて避難者支

援を行うことで、普及性・利便性につながるか」という観点について、本実証実

験では、アプリケーションプラットフォームとして LINE を選定し、LINE ミニ

アプリを作成した。既に LINE を利用している住民を対象に考えると、普段使用

しているアプリからサービスを利用できるため、新たにアプリをインストールす

る必要がないというメリットがあり、専用のネイティブアプリに比べて普及性・

利便性は高まると考える。 

避難者向けアンケートでは、LINE ミニアプリについて、全員が「あれば有益
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と思う」・「どちらかといえば有益と思う」と回答しており、「使い慣れたアプリな

のでスムーズに作業できる」、「新たにアプリをインストールする必要がなく便

利」という意見があがった。また、グループ討議でも「アプリで普段使わないも

のは削除してしまう。使い慣れているアプリだからこそ使える。」など、肯定的な

意見が多くみられた。さらに、自治体職員とのグループ討議でも、「高齢者でも

LINE を利用している人は多いので、活用しやすい」、「どちらかといえば LINE

ミニアプリの方が住民に案内しやすい」など普及啓発の面からも、LINE ミニア

プリの有用性を認める意見が多かった。 

懸念点としては、LINE を普段使用していない住民へのアプローチが挙げられ

る。民間企業が提供しているアプリよりも、広報誌などで案内される自治体等の

公共機関が提供しているアプリの方が安心できると感じる利用者層に対して、既

存のアプリに対する不安を和らげ、利用を促していく工夫が必要である。自治体

の公式サービスとして住民に案内することや、個人情報の取り扱い、セキュリテ

ィ面への配慮など、安全性を伝えていくことが重要になると考える。 

 

4.5 データ連携による情報共有 

実証実験の目的として設定した「神奈川県の保有するデータ統合連携基盤とデ

ータ連携をリアルタイムに行うことができるか」という観点について、実証実験

中に登録される避難所 PoC システムの避難所状況データを神奈川県データ統合連

携基盤へ取り込む技術検証を実施した。 

結果、避難者支援業務に必要な情報をリアルタイムに連携することができた。

リアルタイムに連携することで、現場の状況を他の自治体や協力機関へ早期に情

報共有することが可能となり、避難者が安心できる支援の提供に繋がると考え

る。 

また、より多くの情報の流通に向けて、多種多様なプラットフォームやシステ

ムとの連携を実現するためには、政府相互運用性フレームワーク(GIF)へ防災分

野のモデルを実装し、避難者支援業務モデルや実装データモデルを確立し、連携

仕様の統⼀を図っていくことが重要と考える。 

 

4.6 既存プロダクト・サービスの活用による避難時の情報収集 

実証実験の目的として設定した「既存プロダクト・サービスを活用することで

必要な情報を収集し、安全に適切な避難所への移動ができるか」という観点につ

いて、避難所生活を支援する避難者アプリに加え、避難前や避難中の支援に向け

て、災害情報をお知らせするガス警報器「スマぴこ」や、ハザードマップや避難
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所開設状況を確認できる「cmap」、避難所の設備情報を確認できる「ツナガル

＋」を利用した。 

今回の実証実験では、利用の直前に各アプリで何ができるかという概要の説明

と、進行補助による補助を行ったこともあり、おおむねすべての被験者が必要な

情報を参照できていたが、「補助がなかったら使いこなせるかは分からない」とい

う意見や、「スマートフォンの扱いに不慣れな人にとっては、１つのアプリで完結

出来た方が良い」という意見もあった。 

避難者が求めるすべての情報を、１つのサービスで提供することは困難なた

め、現状有効な手段として、災害シーンに合わせて各プロダクト・サービスを使

い分け、避難者が必要な情報収集を適宜行うことで、自身にあった避難所を選択

し、安全に移動することができると考える。 

 

4.7 実証実験結果および能登半島地震の状況を踏まえて取り組むべき課題 

前述のとおり、神奈川県で実施した 2 度の実証実験を通じて、避難者支援業務

における入所・報告書作成・退所に係る業務は大幅に業務削減できる結果を得る

ことができた。⼀方で、本事業にて対象とした業務は避難者支援業務の⼀部であ

ることや、電力やネットワーク通信の遮断は発生していない前提としたこと等、

実証実験を行うために⼀定の前提を置いていることから、実際の避難者支援業務

に活用し、社会実装を目指すという目標を鑑みると、以下に挙げる事項について

更なる検討を進めることが望まれる。 

 

① ネットワーク通信の遮断、停電環境下における業務継続方法の検証 

災害に伴い、通信基地局の損傷や、通信基地局にて長時間の停電により非常電

源が枯渇することで、ネットワーク通信の途絶が考えられる。ネットワーク通信

が途絶した状態では、今回検証したような避難所 PoC システムを用いたリアルタ

イムな情報収集や集約、報告は困難となる。また、ネットワーク通信が可能とな

った場合でも、電源供給が十分でない状況では、避難所 PoC システムを用いた業

務の継続性に影響が出ると考えられる。 

そのような事態においても業務を継続できるよう、停電環境下でのネットワー

ク通信および電力の確保に向けて、衛星通信機器の設備や、電源設備（例えば小

型発電機や、大容量バッテリー、PHV 自動車等）を用いた検証が必要であると考

える。 

また、ハード面の対処だけではなくソフト面においても、⼀部機能のオフライ

ン対応として、PC ではなくスマートフォンやタブレットでの利用を想定した避

難所運営者向けのアプリや、スタンドアロン環境でもデータを保持でき、通信が
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回復したタイミングでデータ送信を行える仕組み等の検討が必要であると考え

る。 

 

② マイナンバーカードやスマートフォンを保有（携行）していない方を対象とし

た業務手順の見直し 

今回の効果推計では、マイナンバーカードの携行率として 45.8%を採用してい

るが、年代が上がるにつれて「取得しているが持ち歩いていない人」が増えると

いう結果が出ている。同様に、全世帯のスマホ保有率は 90.1％だが、世帯主の年

齢が 75 歳以上の世帯に限定すると、68.8％となっている。さらに、80 歳以上の

個人におけるスマホ保有率は 27.3%と全体の保有率に比べ格段に低い結果となっ

ており、避難所に長期滞在している住民に高齢者が多いことを鑑みると、実際の

災害時にはマイナンバーカードやスマートフォンを保有していない人の割合が、

推計時に用いた想定数よりも増えてしまうことが考えられる。 

実証においては、約１割の「何も持たない人」に関しては、現状業務と同じ避

難者カードへの手書きによる入所や、避難所設置のタブレットへ自身の詳細情報

を登録して入所する方法を用いたが、共用端末からの情報登録に関してはいくつ

か課題が残る。 

更なる業務効率化に向けて、マイナンバーカードやスマートフォンを保有して

いない避難者に着目した施策として、例えば個人と紐づけることのできるホワイ

トカード（NFC カード）の配布による行政サービス管理や、手書きされた避難者

カード（帳票）の OCR を用いたシステムへの取り込みなどの業務手順の改善検

討が必要であると考える。 

 

③ 孤立した分散避難者への支援業務の効率化 

本実証実験では、令和６年能登半島地震の状況を踏まえ、「孤立した分散避難者

への支援」について、次の検証を行った。分散避難者のうち、避難所に物資等を

受け取りに行くことが難しい住民について、不足している物資等の情報に加え、

位置情報の登録を行う機能を実装した。これまで把握が難しかった避難所に紐づ

いていない避難者の情報を、市や県の災害対策本部で確認できるようにしたこと

で、被災地の状況や必要な支援を把握することができ、より迅速な被災者支援が

可能になると考える。 

避難者からは、「自分の状況を自治体に伝えることができ、孤立した状態であっ

ても安心感を得ることができる。」「位置情報を登録することで、物資支給の支援

に繋がるのが良い。」という意見があった。また、自治体職員からは孤立している

避難者の位置情報が確認できることを「画期的である。」と肯定する意見が出た⼀

方で、孤立避難者との個別の連絡や支援を市災害対策本部だけで行うことは負担
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が大きいという意見もあり、協力機関を含めた運用面の再検討や、支援を効率化

するための仕組みの検討が、更なる業務改善のために必要であると考える。 

 

5 その他 

地方公共団体及び、防災情報システムの製品を保有している民間事業者及び防災ＤＸ官

民共創協議会に参加の民間事業者等、防災システムに関する業務に責任を持って行う事業

者・団体に限り、本事業で製作した避難所 PoC システムの成果物（設計書、プログラムソ

ース、操作マニュアルなど）を提供することが可能です。必要な場合は、以下の連絡先ま

でご連絡ください。 

 

デジタル庁 国民向けサービスグループ 防災班  

Mail：bosai@digital.go.jp 

 

なお、プログラムソースはサンプル提供であるため、以下４点についてご承知おきいた

だきますようお願いいたします。 

１． サンプルソースや設計書、開発説明書の内容についての品質保証はできません。 

また、お問い合わせ等については、回答できない場合がございます。 

２． 今回提供する資料については、参考資料としてお取り扱いください。 

３． 成果物を活用した製品を市場に提供する場合は、省力化できた開発コストを考慮し

た価格設定としてください。 

４． ソースコードを無断で第三者に提供を行わないでください。 

mailto:bosai@digital.go.jp

